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郭
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ス
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注

學

士

富

国

論
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研
究
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:
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ス
ミ
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ご
コ
ソ
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ツ
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と

の
偵
値

論
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洪
學
博
士

ス
ミ

ス
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眞
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格

」
に
つ
い
て
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渋
墨
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ス

ミ

ス
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偵
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士

ス

ミ

ス
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自
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ミ
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の
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・
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博
士

ス
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傑
・筆
蹟
。
國
富
論
初
版
扉
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…

:

・
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植
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・
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縷
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ス

ミ

ス
氏

ご

コ

ン

ヂ

ャ
ッ
ク

氏

の
債

値

段

第 第 第 第
四 第 甥 第 三 二 一
草 三 二 一 章 章 草

目

次

緒

論

ス
ミ
ス
氏
の
偵
値
及
び
偵
略
説
の
要
.領

コ
ン
ヴ
ャ
ヅ
ク
氏

の
蟹
値
及
び
偵
格
読

物

の
頂
値

の
根
本

物
の
偵
擦
の
根
本

便
.絡

の
礎
動

結

論

第

一
章

緒

、論

田

島

錦

治

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
氏
が
科
・學

こ
し
て
の
経
済

學

の
創

立
看

た
る
こ
ε
は
、
我
學
界

の

↓
般

に
認

む

る
所
な

り
。
氏

が
千

七
百
七
十
六
年

に
著

威
し
た

る
「
諸
国
民

の
富

の
性
質
及

び
諸
原
因

の
研
究
」
は
、
實

に
凋
逸

の
斯
學

の
大
家

ロ
ッ
シ
ヤ
ー
氏

〔≦
、毒

三
三

客
房
畠
雪
)
が
評

せ
る
如

く

「
λ
ミ

ス
氏
以
前

に
出

て
た

る

}
般
問
顕
}に
就

て
の
総
て

の

著
書

は
、
氏

の
意
見

に
蹄
着

す

る
も

の
ε
謂

ふ

べ
く
、
而

し
て
氏

の
後
に
現
は

れ
だ
る
総

て

の
著
書
は
、
氏

の
設
サ

盤

叢

ス
、-・
ス
氏
名
コ
ン
ヂ
ャ
ヅ
〃
乗
の
債
値
載

第
十
八
巻

(第

一號

一
〇
五
)

一
〇
五



論

叢

入
ミ

ス
氏

己

コ
ン
ヂ
ャ
ヅ
〃
氏

の
償

値
臨

第

十

八
趣

(銅

一
號

一
〇
六

一

一
〇

六

置
き
た

る
筋

道

に
從
ひ
行
く
も

の
こ
謂

ふ

べ
し
」
。

ス

ミ
ス
氏

ご
略

ぼ
時
を

同

ふ
し

て
租

之
に
先

だ
ち
た

る
佛

國

の
自

然
法

則
學

振

一
名

重
農
學
浜

(雷

量

9
吐翼
。♂

〉
警

三
三
芭

ω
・ぎ

&

に
旛

す

る
學
者

は

フ

ラ
ソ
ソ
ワ

ー
・
ケ
ネ

ー

〔閃
螢
・富

ρ
諺

塁

)
を
師
偉

し
、

チ
声

ゴ
ー
氏

(↓
二
お
o
")
を
除

く

の
外
は

、皆

ケ
ネ

ー
氏

の
學
読

を
唯
傳
承

敷
衍
す

る

に
勉

め
、
恰

も
宗
漱
信
者
が
阻
師

に

劃
す

る
如

き
信

仰
を
有

し
て
、
堅
實
な

る

一
團

を
組
織

し

、
當
恥
彼
等
は

世
上

に
「
経
済
単
音
」
(写

}8
霞
。
目
糞
①巴

ご
濾

せ
ら

れ
淀
り
。
且

ケ
ネ

ー
氏

が
千
七
百
五
十

入
牢

即
ち
其
六
十

四
歳

の
塒

に
署
は

せ

る
「
魎
.濟
表
」
〔月
四
三
鑓
口

説
8
き

B
ぢ
器

)
は

ミ
ラ
ボ
ー
侯

(冨

旨
霞
ρ
募

房

室

舜
σ
。
舞
と
を
し

て
「
文
字

の
螢
明

ε
貨
幣

の
獲

明
」
ご
共

に
世

界
開
闢
以

來

の
三
大
綾

明
の

一
に
し

て
、
而

か
も
此

は

前
三
殿

明
の
結

果
な
れ
ざ
も
、
此
等

の
目
的
を
完
成
す

る

所

の
も
の
な
り
」

ご
激

稠
せ
し

め
た

る
所

の
も
の
な

り

。
蓋

し
経
済
表

に
現
は
れ

だ
る
財
貨

の
循
環

の
説

明
ぽ
前

人
未

肇
の
も

の
こ
謂

ふ

べ
く
、
其
他

ケ
ネ

ー
氏

の
派

に
漏
す

る
學
看

及

び

チ

ュ
ル
ゴ
ー
氏
寺

の
説

が
、

ス
ミ

ス
氏

の
思

想

に
或
影
響

を
與

ヘ
セ

る
は
之

を
想

像
す

る
に
難

か
ら
す
。

氏

以
前

の
英
国

の
學
者
薙

(C
げま

;

、。
ξ

・
目
⊆
。ぎ
「
・
O
口
島
曙

2
母
け『

O
器
頓
o
ご
、
唇

績

卿
や
)
の
自
由

主
義

が

間
接

に
氏

に
影
響

せ

る
は
間

よ
り
論

な
く
、
氏

の
師
た

る

国
彗
野
島
呂

氏

の
親
友

力

る

ご
零
乙

瓢
ρ
已
Φ
及

び
自

然
法

則
學
振

は
、
氏

に
直
接

な
る
感
化

を
與

へ
だ

る
は
毫

も
疑

脅
容

れ
す
。

ハ
チ

ソ
ン
は
其
千
七
百
五
十

五
年
に

公
に
し
か
る
ω
葺

:

ま

い
「"
;

}・一9

ξ

に
於
て
、既
券

業
の
蓬

羨

き
、
整

の
董

及

び
貨
幣
の
起

、



源
を
論

じ
、穀
物

及
び
勢

働

が
廣
疽

の
測

度

・し
し
て

は
、貨

幣
よ
り
は
不

動
性

を
有
す

る
も

の
な
る
を
説

き
た
b
。

ヒ

弧
1

広
は

数

多

の
樫

濟
論

文
を

著
は
し
た

る
が
、
千
七

百
五

十
二
年

に
此
等

を
編

輯

し
、
り
。
臣

n巴

∪
尉
8

ロ
筋
。㎝

の
名

構
を
以

て
刊
行

し
た
り
、
氏
は

電
商

論
者
を
駁

撃
し

、
貨
幣

の
分
量
は
各

国
の
需

要

に
患
じ

て
自

然

に
調

節

す

べ
き
も

の
な

る
こ

ご
を

力
説
し

た
り
。
要
す

る
に

ス
ミ
ス
氏
は

ビ
ュ
ー
.ム
を

以

て

其
時

代

に
於
け

る
最
も
有

名

潅

る
歴
史
家

及
び
哲
學
者

こ
し
て
曾
柴

措

か
ざ
り
し
所

に
し

て
、
真
読

の
感

化
を
直
接

に
受

け
た

る
は
固
よ

り
當

然
な
り

。

熱

り
而

し
て

ス
、・、
ス
氏

が
自

然

法
則
學
涙

の
戚

化

を
受

け
た
る
は
、
蓋

し
氏

が
千
七
百
六
十
五

年
に
巴
里

に
滞

在

し
た

る
時

に
在

り
。
當

聴

チ

ュ
ル
ゴ
ー
氏

の
名
著

渉
霞
。比
o
鵠

。。耳

訂

♂
§

p
[す
μ
騨

富

農

三
げ
益
9
μ
号
ψ
「悶9

。切。。。
・・
(
千
七

百
⊥
ハ
十
六

年
刊
行

)
は
未

だ
出

て
す

、

且

ス
ミ
ス
は
夙

に
自
由

貿
易
を
主
張

し
た
り
し
が
故

に
、
比

熱

に
於

て

ス
、、、
ス
が
佛

國
學
者

の
戚
化

を
受

け
た
り

ざ
謂

ふ
を
得
す
。
黙

れ
こ
も

チ

ュ
ル
ゴ
ー
及

び

ケ
ネ

ー
等

こ

の
曾
見

が

ス
ー、、
ス
氏
を

し

て
彼
等

の
長

を
探

り
、
短

を
捨

て

、
、
氏

の
大
著
述

に
資

す

る
所

あ
ら

し

め
た
る
は
固

よ
り
疑
を
容
れ
す
。
之
が
謹
撮
ε
し
て
は
、
氏
が
漱
洲
大
陸
旅
行
前
、
グ
ラ
メ
ゴ
夫

學

に
於
て
寫
し
た
る
講
義

に
於

て
は
、
只
財
貨

の
生
産

に
就

て
論

じ
、
未

だ
其

分
配

に
就

て
説
く
所

な

か
り
し

に
、
.「
諸
鼠
民

の
富
」
に
拠

て

は
始

め
.て
分
配

に
關
し

て
重
要

な

る
地

位

を
興

へ
た

り
。
而

し
て
此

事
た

る
や

、
氏

が

グ
ネ

ー
の
経
済
表
及

び
総

評
牧

人
説

に
負

ふ
研
一な
る
は

∩
四目

嘗

漱
授
等

の
讃
明

す

る
所
な

り
。

論

鰻

そ
、三

民
守、
.
ン
ヂ
ャ
ッ
・
氏
の
頂
値
鋭

第
+
入
巻

(篁

脱

一
〇
七
)

δ

七



論

叢

ス
三̀

碧

;

ヂ
ャ
ッ
罠

の
偵
値
肌

第
夫

巻

(墓

號

δ

八
)

、
δ

八

.

然
鱈
忌

自
然
法
則
鑑

の
説
羅

偏
狭
に
し
で
ス
・
罠

の
説
の
廣
汎
傘

な
る
に
若
か
す
。
畿

學
者
・

L
ド
氏

」が

「
自
然

法
則
學

者
暗
狭

き
窓

よ
り
外
を
窺

ふ
が
如

く
、

ス
ミ

ス
は
中
央

の
最
高
地

熱

に
立
ち

て
四

方
を

罪

が
如

し
」

ε
謂

へ
る
は
善

適

評
藷

ふ
ぎ

な
サ

(Ω
幕

・
・
資

渥

・耳

・
・甕

…

}
象

8
　
・羊

℃
=
の～

鳶

2

・
{総

F

㍗

珍

)。
例

へ
ば
自
然
法

則
學

振
が
只
農
業

の
み
を
以

て
生
産

的

.、し
す

る
に
反

し
て
、
ス
ー斗

ス
氏
は
有
ら

ゆ
る
有

形
的
産

業
を
以

て
生
産

的

こ
な

し
、
.国
家

の
政
策

は
農

工
商

⑳
各
階
級

の
利
益
を

均

し
く
擁

護
す

能

・
決

し
で
其
中

の
或

一
階
級

の
み
に
偏
頗
す

べ
か
ら
す
豊

張
し
た
る
が
如
き
是
な
り
。

ス
ミ
ス
氏

の
大
著
「
國
民

の
富
」
が
氏

以
前

並

に
同

淋
代

の
英
国
経
済
學
者

哲
學

者
及

び
佛
國

自
然
法
則
學
涯
及

び
チ

ュ
ル
ゴ
ド
氏
寺

の

影

響
感
化

を
受
け
た

る
も
の

な

る
は
前
述

の
如

し
。
而

し
て
此
書

が
永
く
此
學
界

の
明
星

-し
し

て
光
輝
を
放

ち
、
後

世
學

徒
存
激
導
す

る
の
偉

功
は

、
余

輩

の
欽

仰
措
く
能

は
ざ

る
所

な
り
。
今

や
氏

の
生

誕

二
百
年

の
配
祭
を
暴

く

る
に
際
し
、
氏

の
傳

記
及

び
學
読
を
紹

介
す

る
は
蓋

し
無
用

の
業

に
非
す

。
余
輩
諸
同

人

が
相
謀

り
、
互

に
分
業
協
力

し

て
.爲
す
所

の
此
講

演

及

び
編

む
所

の
此

論
集

は
、
余
輩
脛

濟
學
徒

か
斯
學

の
父

に
捧

く

る
最
も
適
切

な
る
供
物

π
ら
す

ん
ば

あ
ら
す

。
而

し
て
余

の
自

ら
選

み
た

る
所
は

「
ス
ミ
ス
氏

、こ

コ
ソ
デ

ャ
ッ
ク
氏

ざ

の
償
値

説
」

`

い
ふ
問

題
是
な

b
。

抑

も
余

か
此
問
題

を
選

み
π

る
理
由

は
、

ス
ミ

ス
氏

か
「
国
民

の
冨
」
を
著

は
せ
る

同

年

に
於

て

コ
ソ
ヂ
ャ
ソ
ク

氏

(
障
冨
毒
。
切
9
昌皇

臣

O
自
白

冨
∩
)
は

「
商
業

・し
、政
府

ε
の
關
係
」
(戸
。
O
o
巳
5
巽
6
0
。
二

〇
Ω
。
衰
。
「口
oヨ
。葺
・

一
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8
ロ
。・虚
恥
恥

動

豊
冷
3
四
　=

ゴ
臣
四
証
毎

の
)

な

る
書

を
著

は
し
、
而

し
て
此
書

の
外

に
せ
る
風

見
は
自
灘

法
則

眼

振

の
通

説

に
卓
越

せ

為
所

多
く
、
特

に
氏

の
償
値

説

は

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
説

に
比
し
て
優
秀

ご
思
考

せ
ら

る

る

も

の
な
れ
ば
な

り
。

氏
は

ス
ミ
ス
の
生
誕
前

八
年
即

ち
西

紀
千
七

百
十

五
年
九
月

三
十

日
佛
國

9
¢
旨
三
c

に
生

れ
、

ス
ミ

ス
の
卒
去

に
先

つ
こ
・し
十

年
即
ち
千
七

百

八
十

年
八
月

三
口

切
・;
鴨

口
受

近
傍

の

固
⊆
×

に
於

て
⊥
ハ
十

五
歳

に
τ
残
し
陀
り
。
氏
ば

寄

塁

覧

の
修
道
院
長
た
り
。
氏
は
脛
濟
學
者

ざ
し
て
よ
り
ば
寧

ろ
哲
學
者
ε
し

て

一
層
高
名

に
し
て
、
唯

毘
論
振

食

侮8
『

切9
睾
旦
暮
ε

の
泰

斗

に
し
て

.7
μ【年

号
α
跨
口
金
8す
口

の
著

あ
レ
。

氏

は
往

々
自
然
法
則
學
涙

に
属
す

ε
思
考

せ
ら

る
.れ

こ
も
、
實

は
濁

立

の
地
位
を
有

し
、
其
脛
濟

の
自
由
を
主

張

す

る
は
自
然
法
則
學

涙
並

に

ス
ミ

ス
派

ε
美

麗

な
れ

こ

も
、
自

然
法
則
學
涙

が
農

業

の
み
を
以

て
生
産

的

ざ
駕
す

所

の

偏

見

を
脱

し

て
、
商
業
及

び
工
業

の
同

じ
く

重
要
な

る
を
力
説

し
た

る
は
、

ス
ミ
ス
に
比
し

て
遜

色
あ
る

を
見
す
。
要
す

る
に
氏

の
「
商

業

ε
政

府
」
な

る
著
書

の
全
禮

を
以

て

ス
ミ
ス
の
「
国
民

の
冨
」
の
全
部

ε
比
較

し
た

ら

ん
に
は

、
両
者

の
経
済
學
史

の
地

位

に
著

る
し
き

差
等

あ
る
ば

論
を

蝶
た
す

ご
錐

も
、
若

し
余

が
次
章

以
下

に

澤
出

せ

ん
ε
す

る
氏

の
償
値

説
を
摺

り
來
b
て

ス
ミ

ス
の
そ
れ

ぐ〕
対
照

し
た
ら

ん

に
は
、
後
者

の
遙

か
に
前
者

に

及
ば
ざ

る
も

の
あ
る
を
見

る

ぺ、
き
な
り
。

ス
ミ
ス
氏

の
著
書
は

、
氏

の
生
前

に
於

て
五

版
を

重

ね

二

七

七
⊥
ハ
年
、

一
七
七

八
年

、

一
七
八
四
年

、

一
七

八
⊥
ハ
年
、

一
七

八
九

年
)
た

る
の
か
な
ら
す

、
引
続

き
欧
洲
各
国

の
諮

に
課

せ
ら
.れ
、
佛

國

に
於

て
は
千
七

百
七

論

叢

」

ス
ミ
ハ
氏
ご
コ
ン
ヂ
卍
.り〃
氏
の
慣
値
説

第
十
入
巻

(第

「
號

一
〇
九
)

一
〇
九

0



論

叢

ス
..、
ス
氏
ヒ
コ
ン
ヂ
ャ
ッ
グ
氏
の
価
値
設

第
十
八
盤

(第

一號

「
一
〇
)

一
「
〇

十

九
年

よ
り
千

八
百

二
年

に
至
る
二
十

年
間

に
於

て

四
種

の
澤
書
を
旧

し
た
b

ご
云

ふ
。

然

る
に

コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク

氏

の
著

書
は
前
述

の
如

く
千
七
百
七
十
六
年

に
於

て
初
版
を

甜
蘭

の
ア

ム
ス
テ

ル
ダ

ム
府

に
て
出

し
た
る
外

は
、

巴

里

の
書
肆

O
戸建
国
ド=冒ゴヲ

會

肚
が
千
八
百
四
十
七

年
「
経
済

畢
雑
集
」
(竃
費

コ
79
田

畠
、
野
。
き
ヨ
冨

℃
自
門ご
目
)
の
第

一
.藩
中

に

=
タ
.μゴo
、
緊
、「ぴ
(〕量

静

二
氏

の
次
ヤ
℃
。匿

。
8
。仲」

』
く
o
醒
興

Φ
け
[
m鰻
署
『q
P

認
・
「
雷
鳥

ぎ

諸
氏

の
先

に

此
署
省
を
掲

げ
た

る
を
見

る

に
上
ま
れ
り
。

ス

ミ
ス
氏

の
書

が
弘

く
世

に
行
は

れ
た

る
は
固
よ
ザ
其
所
な

b

ε
謂

ふ
を
得

べ
し

ご
難

も

、

コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

の
書

の
多

ぐ
世

に
知
ら

れ
ざ

る
は
、
實

に
偶
然

の
不
遇

不
幸

ご
謂

は
ざ

る

を
得
す
。
余
は
今

ス

ミ
ス
氏

の
生
誕

二
自
年
を
湿
祭

す

る

に
方
り

、
氏

ご
同
時

代

の

不
幸

な

る
単
巻

コ
ソ
デ
ャ
7

ク
氏
を
紹
介
す

る
所

以
は

.
敢

て
異

を
立

て
奇
を
好

む

に
非

す
。

ス
ミ
ス
氏
の
學
読
中
最

も
不
完
全

な
り

ざ
思
考

せ
ら

る
る
部

分
特

に
慣
値

説

に
就

て
は
、
.後
世

の
劇

者

例

へ
ば

ジ

ェ
ヴ
ナ
ソ
ス
氏

カ
ー
ル
・
メ

ソ
ガ
ー
氏
寺

の
如

き

之

を
補

正
七

て
殆

ん
♂」
飴

す
所

な
き
が
如
し

ε
難
も

、實

に
.ス
ミ

ス
氏

の
同
時

代

に
於

て
既

に

コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

の

在

る
有

り
て
、
後
世

の
學

説

に
先

鞭
を
着

け
た

る
を

見

.

而
も

ス
ミ
ス
氏

は

其
生
前

に

コ
ソ
デ
ャ
ッ
ク
氏

ご
相

識

泌
ざ
り

し
を
思

ふ
聴

は
、

余

が

弦

に

コ
ソ
ヂ
ャ
ソ
ク
民

の
読

を
掲

げ

て

ス
ミ
ス
氏

の
説

ε
封
照

せ
ん

こ
す

る
は
.、

抑

も
亦

ス
ー、、
ス
氏

の
遺
志
を

逮
ぐ

る
所

以
な

る

べ
し

。
夫
れ

ス
ミ

ス
氏

の
「
国
民

の
富
」
は
氏
が
曾

て
佛
園

に
旅

行

.

せ

る
際

會
見

せ
る
自

然
法
則
畢

涙

の
戚
化

に
負

ふ
所

砂

か
ら
ざ
り

し
は
既

に
述

べ
た
り
Q
若

し
氏

に
.し
て

コ
ソ
ヂ

富

ク
昏

貧

し
据

銃
蕊

愚

見
を
聾

し
た
ら
ん
醤

、

ζ

王

氏
の
得
・
所
、
蓋
し
秀

ゆ
し
書



む

℃
而
し
て
之

ご
夙
塒

に

コ
γ
ヂ
ャ
ソ
ク
民

の

ヌ
ミ
ス
氏

よ
り
更

け

し
所

も
亦

小
な
ら
ざ

り

し
な
ら

び
ひ

第
二
章

ス
足
ス
氏
の
偵
値
及
び
偵
略
説
の
要
領

前

に
述

べ
た

る
如

く
、

ス
ミ
ス
氏

の
書

は
欧
洲
各
鼠

語

に
鐸

せ
ら

れ
、

叉
邦
語

に
も
鐸

せ
ら

れ
、
且
氏

の
諸
説

は
頗

る
人

口
に
崎
表

せ
る
が
故

に
、
余

は
弦

に
は
只
氏

の
債
値

及

び
債
格

説
の
要
領
を
暴
ぐ

る
に
止

め
、
而

し
て

次
章

に
於

て
は
反
動

に

コ
ソ
デ
ャ
ソ
ク
氏

の
説

を
成

る

べ
く
詳

細

に
紹
介
す

る
所

あ
ら
む

ε
欲
す

。

ス
ミ
ス
氏

に
依
れ
ば
、
償
値

に
二
の
意
義

あ
b
、
其

一
は
或

物
品

の
奴

用
を
指

し
、
其

二
は
入

か
或

物
品
を
所

有
す

る
ご
き
、

之
を
以

て
他

の
物
品

を
購
買
し
得

る
所

の
力

を
指
す
。
前

者
は
之
を
使
用

儂
疽

(舜
冨

げ

臣
o
)

ざ

い
ひ
、
後
者
は

之
を
交

易
償
値

×
<
算

す

貯

舞
筈
窓

㈹
①
)
ご
い
ふ
。

最
も
人

な
る
使
用
便
値

を
有
す

る
物

が
、
時

,

ざ
し
て
は
小
な

る
交
易
贋
値

を
有
し

、
、又

は
全
く
之
を

有

せ
ざ

る
こ
蓬
あ

り
。
例

へ
ば

水

の
如

き
は
前
者

の
例

に

し
て
、
金

剛

石
の
如

き
は
後
者

の
例
な

り
。

(國
氏

の
富

、
第

】
谷
第
四

章

)

ス
ミ

ス
氏

の
謂

は
ゆ

る
使
用

贋
値

は
略

ぼ
今
日

の
経

済
學
者

の
謂

は

ゆ
る
敷
用

(銭

一[好
)
又
は
主
観

的
償
値

に

同

じ
。
今

日

の
経
済
學
者

は
、
敷

用

蓬
交

易
僧
匝

ε
の
密
接

な
る
因
果
關
係
を
認

め
て
詳
細

な
る
説

明
を
爲

せ
ざ

.

も

、

λ

ミ
ス
氏

は
使
用

償
値

ご
交

易
贋
値

ε
を
全
然
無

闕
係

か
若

く
は
相
背
反

せ

る
概

念

の
如

く
に
取
扱

ひ
、
且

一
度
此
匠

別
を

駕
し
た

る
後

は
、
使

用
債
値

の
問
麩

は

之
を

高
閣

に
束
ね

て
、
軍

に
交

易
償
値

の
み

に
就

て
、
音

盤

叢

ス
ミ
ス
氏
ご
コ
ン
ヂ
η
ッ
〃
氏
の
債
値
蹴

第
十
入
巻

(第

一
號

一
一
こ

一
「
一

、

一.



論

叢

ス
ミ
ス
氏
ミ
コ
ン
ヂ
ャ
ッ
〃
氏
の
便
値
譜

第
十
八
巻

(第
一
號
.

一
二
)

～
「
二

親
を
費

や
し
だ
る
は
氏

の
慣
値

説
の
第

一
の
談

黙

ε
謂

は

ざ
る
を
得
す
。
光
勲

に
就

て
氏
は

コ
ソ
ヂ
ャッ
ク
氏

に

一

讐
を
輸
す

る
も

の
・し
謂

ふ

べ
き
な
b
。
此
峡
黙
は
更

に

氏
を
し

て
二

の
迷

路

に
彷

徨

せ
し
む
る
を
致

し
た
り
。
其

一
は
肚

會
主

義

を
し
て
追
跡

せ
し

め
、
其

二
は
経

済
學

者
を
し

て
再

び
躇
ま

し
め
た
る
も
の
な
b
。

ス
ミ

ス
氏
は
交
易
贋
値

の
測
度
を
指

し

て
償
格

(「
昏
○
)
ε
稠

し
だ
り
。
氏

は
實
際

の
債
格

即
ち

市

場

償

格

(目
p
蒔
警

句
『吻8
)
が
絶

え
ず
.攣

動
ず

る
事
實

に
着

眼

し

、
斯

の
如

く
常

に
攣
動
ず

る
償
格
は
眞

の
債
権

に
非
す
。

眞
の
債
絡
即
ち
自
然
的
償
肇

書

・者

・星

空

の
瞬
間
よ
り
他

の
瞬
間
に
、
叉
は

一
の
場
所
考

他
の
場
所

む

　

に
於
.て
直

に
愛
.動
ず

る

こ
ε
な
き
も

の
な

り
ε
思

霧
し

、
第

一
に
次

の
假
説
を
生

み
た
り
。
曰
く

「
各
物

の
眞

の

、

償
格
邸

ち
各
物

が
そ
れ
を
得

ん
ざ
欲
す

る
人

に
眞

に
直

打
す

る
所

の
も

の
は

そ
れ
を
得

る
こ
・し
の
勢
苦

な
り
…
…

整

葛

は
す
べ
て
の
物
の
交
易
繋

の
眞
の
測
度
な
り
己

(第

蓉

第
五
章
)。
此
考
舞

働
即
ち

5

物
を

生
産
す
る
に
要
し
た
る
螢
苦
を
其
物

の
交
易
贋
直
の
.原
因
ε
寫
し
及
び
其
測
度
ご
爲
す
も
の
航
し
て
、
後
.世

ヵ
』

ル
・
マ
ル
ク
ス
の
探
る
所
ε
な
り
π
る
も
の
な
り
。

此
第

一
の
假
説
.に
就
て
忽
ち
起

る
疑
問
は

ス
ミ
ろ
は
如
何

に
慣
値

の
根
原
及
び
測
度
だ
る
勢
働
を
測
る
や
ぜ
い

ふ
こ
ε
是
な
b
。
何
こ
な
れ
ば
、
勢
働
に
難
易
の
別
あ
り
、
又
職
業

の
練
修

に
要
す
る
年
期

に
長
短

の
差
み
る
べ

く
▼
從
て
困
難
な
る
勢
働
又
は
練
修

に
長
期
を
要
七
た
る
も
の

、
一
時
間
は
容
易
な
る
勢
動
天
は
練
修
に
只
親
親

を
要
し
売
る
も
の

、
一
帯
澗

ε
比
較
す

べ
く
る
め
ら
す
、
而
も
此
轡

働
の
困
難

ε
熟
練
ε
の
正
確
な
右
側
産
を
蛮



,
、

見
す

る
は
決

し
て
容
易
な
ら
ざ

れ
ば
な
り
。
但

し
比
熱

は

ス
ミ

ス
の
既
に
自
毘

し
た

る

所

な
す

(
第

一
巻
第

五

章

)。
故

に
氏
は
曰
く
『
縦
令
勢
働

は
す

べ
て

の
貨

物

の
交
易

償
直

の
眞

の
測

度
な
ら

ご
難

も
其

筈
の
償
値

の
通
推

測
ら

る
る
は
勢
働

に
依

ら
す
。

二

の
異
な

れ

る
勢

働

の
量

の
間

の
比
例
を
催
知
す

る
こ
ε
は
往

々
困

難

な
り

:
:

,・…

實

に
異
な
れ

る
種

類

の
勢

働

の
異
な

れ

る
生
産
物

を
互

に
相

交
易
す

る
場
合

に
於

て
は

、
勢
働

の
難
易

ご
練

修

の
長
短

こ
の
両
者

を
通
常
目

算

に
入

る
る
も
の
な
り
ゐ

而

し
て
此

目
算
は

正
確

な

る
測

度

に
依

る
に
非
す
。

た

ぜ
ひ
正
確

な
ら
す

ε
も

、
通
常

生
活

の
業
務
を
行

ふ
に
足

る
所

の
粗
馨

な

る
午
等

の
種
類

(チ
黒

。・o
辞

o
「
「8
σq
7

2
岳

一ξ

霜
ぼ
。
F

島
8
讐

=
g

突

p
6叶・
凶・。
ω
=田
。貯
耳

3
「
8
5
骨
四
£

岳
¢
σ
量

コ
Φ
。。㎝
。「
8
日
5
8

添

)
に
從

ふ

ロ

む

む

　

　

ロ

所

の
掛
合

ひ
及

び
取
引

〔三
㈹
σq
ぎ

αq
餌
包

σ
母
醤

互
5
巴

に
依

る
も

の
な

b
」

ε
。

由

是
蜆

之
、

ス
ミ
ス
氏
が
勢
働

を

以

て
償
値

の
眞

の
根

原
及

び
測

度

ε
駕
す
考

は
、
實

際

の
事
實

に
は
多

く
適
合

し
難

き
曖
昧

模
糊

な

る
も

の
な

.

る
を
知

る

べ
き
な

り
Q

次

に
起

る
難
問

は
交

明
肚
會

に
於

て
は

、
夢
働

の
み
を

以

て
し

て
は
物
を
製
作

す

る
に
不

充

分

な

る
事

是
な

り
。
即

ち
勢
働

の
外

に
土
地
及

び
資

本
を

要

し
、
而

し
て
土
地

及

び
資
本
は

之
を
無
償

に
て
使

用
す

る
を
得
す

。

而

し
て
光

勲
は
亦

ス
、.、
ス
民
の
認

め
た

る
所

な
り
。

(第

一
巻
第
五

章
)
。

む

む

是

に
於

て
、

ス
ミ
ス
氏
は
更

に
第
二

の
俊
説

、
即
ち

交
易

償
値

は
生
産
費

に
從

ふ
ε
の
考
を

立

て
た
り
。
氏

は

直
ぐ
前

に
は
勢
働

に
基

く
所

の
債
絡
を
置
(の
償
狢

(話
巴

℃
「8
。
)
.な
り

こ
い
ひ
、
直

ぐ
後

に
は

生
産

費

に
由

り

て

論

叢

ス
・
ス
氏
・、
コ
.ン
ヂ
.
ッ
〃
氏
の
便
値
設

第
+
八
巻

(笙

號
、
=

三
)

=

三

-
「

鴨



論

叢

ス
ミ
ス
氏
こ
コレ

ヂ
い
ッ
ク
氏
の
債
値
覗

第
十
入
谷

(第

[
號

「
一四
)

】
一
四

測
ら

れ
た
る
償
格

を
自

然
的
領
椿

(墨
汁罎
巴

℃
腎

。
)
な

り
ε

い
ふ
。

前

に
は
勢
働

を
以

て
交

易
贋
僚

の
唯

一
の
原

因
及
び
測

度

ざ
な

し
、
後

に
は
生
産
費
即

ち
勢
賃

、
地

代

、
及

び
利

潤

(
℃
容
碧
.
亀

8
セ
討

こ

を
以

て
す
。

而
し

て
前
述

第

]
の
假

説
が
耐

會
主
義

の
探

る
所

ε
な
り
た

る
に
反

し
て
、
此
第

二

の
假
説

は
後
世

の
経
済
學
者

即
ち

ジ
ェ
ヴ
ナ
ン
ス
灰

よ
り
以
前

の
正
統
學
振

の
重

に
探

る
所

ご
な
り
た

b
田

夫

れ
斯

の
如
く
、
.
ス
・、
ス
氏
は

二
種

の

異
り

た
る
假
定
を

交
番

に
立
て
て
、
曾

て
其

何
れ

か

に
決

定
す

る
を
敢

て
せ
す
。
從

て
氏

の
著

書
中

に
他

の
数

多

の
矛
盾

な
る
説
を

生
す

る

に
至
り
し
芝
)の

の
如

し
、

例

へ
ば
或
庭

に
て
は
資

本
及

び
土
地
を

以

て
鱒
働

ε
共

に
新

な

る
償
値
成

立

の
根
源
な

り

・し
為

し
、
叉
他

の
庭

に

て
は

利
潤

及
び
地

代
を
以

て
資
本
主

及
び
地
主

が
勢
働

の
み

の
生
産

し
た

る
僧
位

よ
り
引
出

し
た

る
も

の
な
り

ε
寫
す

。
此
考
は
恰

も
肚

曾
主
義
者

の
説

に
似

た
り

{第

一
巻

第
⊥
八
章

)。
斯

の
如

き

ス
ミ

ス
氏

の
矛

盾
は
先
備

の
既

に
屡

々
指
摘

し
π
る
所

な
与
(
O
置
。
簿

国
許

震

鴇
鼻

o
α
①
ω

住
白
壁
器
・・
①
8
き

3
5
韓
蜘・
番
.
俸
〔些

一驚

N
・
マ

。。
N
め

こ
。

熬
れ
ざ
も
要
す

る

に

ス
ミ

ス
氏

の
二
個

の
假
説
中
、
生
産

費
説

が
優
位

を
占

む

る
如

し

ス
ミ

ス
氏
は
生
雇
費

に

一
致
す

る
所

の
慣
格

を
物

品

の
膚

然
的

債
格

蓬
名
け

、
市

場
償

格
は
供

給

せ
ら
れ
だ

る
分
量

が
需
要

せ
ら

れ
た

る
分
量

に
比
し
て
減
少

す

る
か
又

は
増
加
す

る
か
に
從

ひ
て

或

拡
自
然

儂
幣
を

超

へ
、
或

は
之
よ

り
下
る
も
の
な

り

ε
思
考

し
た
b
。

、
ス
、・、
ス
民

の
生

産
費

起
封
ず

る
雑

然

の
重

な

る
も

の
を
翠
ぐ

れ
ば
、
氏
は
貨
物

の
償
啓

を
其

生
産
費

を
成

す
所
…

.

の
諸
給
付

の
償
格

(即

ち
勢
賃

、

利
潤
、「
地
代

)
に
由
り

て
説

明
し
、
而

し
て
更

に
此
等

諸
給
付

の
債
格

を
貨

物
の

ρ



償
格
に
由
り
て
説
明
す
る
は
畢
竟
循
環
論
法
た
る
を
冤
か
れ
ざ
る
こ
ε
是
な
り
。
實
に
ス
ミ
ス
氏
は
勢
賃

の
額
の

一
部
は
勢
働
者
の
生
計
必
要
品

の
債
格

に
從

ふ
も
の
な
る
を
説
け
り
。

去
れ
斯
の
如
く

ス
ミ
ス
氏
の
儂
疽
及
び
慣
格
に
封
ず
る
學
説
は
種

々
の
矛
盾
及

び
短
腱
を
有
す
る
も
の
な
り
。

而
し
て
其
然
る
所
以
の
も
の
は
蓋
し
慣
値

の
根
源
を
妓
用
に
置
か
申
し
て
、
之
を
勢
働
又
は
生
産
費
に
畳
き
た
ち

に
在
る
も
の
の
如

し
。

コ
ソ
ヂ
†
ソ
ク
氏
の

説
の
氏
に
比
し
て
優

"
る
所
以
は
亦
薙
に
在
り
。
謂
ふ
拠
章
に
於
て

之
を
紹
介
す
る
所
め
ら
む
。

第
三
章

コ
ン
ヂ
ャ
ソ
ク
氏

の
債
値
及

び
便
格
説

コ
ノ
ヂ

ヤ
ッ
ク
氏
の
「
商
業
及

び
政
府
」
は

二
大
部

に
分
た
れ
、
第

一
部
は

三
十

章

に
、
第

二
部
は
十
九
章

に
分

た

る
。
而

し
て
余

か
藪

に
課
出

し
て
氏

の
説
を
紹
介

せ

房

ε
欲
す

る
は
第

一
部

の
始

め
の
三
章

に
限

れ
り
。
其
第

「
章

は
物

の
僻
値

の
根

本
を
説

き
、
第

二
章
は
物

の
償

幣
の
根
本
を

諭
し
、
而

し
て
第

三
章

ば
債
格

の
攣
動
を

解

明
せ
り
。
此
他

第

二
十

章
は
再

び
物

の
翼

の
償
格

(≦
巴

箕
ジ

匹
Φω
。げ
o
器
⑳
)

に
就

て
、
第

二

十

　
章

は
濁
占

(
ヨ
。
コ
名
9
↓
に
就

て
説

く
所
あ

り
、
前
掲

諸
車

ε
密
接

の
關
係
あ

れ
こ
も

、
時

ε
紙

ε
の
都
合

よ
之

が
紹
介

を
他

日

に
譲
り

て
、
藪

に
は
澤
出

せ
す
。

且
藪

に
鐸
出
す

る
所

の
部

分
も
往

々
意

を
取
り

て
丈
を
約

め
叉
は
敷
衍

し
た

る
所

あ
り
、
護
潜

幸

に
之
を
諒

せ
よ
。

論

叢

ス
ミ
ス
活
ミ
コ
y
ヂ
夢

〃
氏
の
償
値
観

第
+
入
巻

〔第
}
號

=

五
)

二

五



論

叢

ス
ミ

ス
氏

ご

コ

ン
ヂ
ャ
ヅ
〃
氏

の
偵
値

説

第

+
八
巻

(第

一
號

一
=
ハ
)

=

六

第

一

物
の
債
値
の
根
本

例

へ
ば
薙
に
凋
立
せ
る

一
群

の
土
民
あ
b
、
他

の
土
民
ε
は
孤
立
し
て
未

だ
交
通
せ
す
、
只
其
耕
作
す
る
田
野

の
生
.産
物
の
み
に
由
り
て
、生
活

し
つ
つ
あ
り
。
今
彼
等
が
第

一
回
の
牧
穫
を
寫
し
た
る
が
、
其
中
よ
り
播
種
に
要

す
る
量
を
除
き
て
、
猶
百
石
(原
文
に
は

日
露
房

こ
あ
り
假
ヴ
に
石
ε
課
す

)
の
小
野
を
飴

せ
り
。
此
襲
飴
を
以

ロ

む

ロ

し

　

て
、
次

の
牧
穫
期

ま
で
缺
乏

の

26

酣
な
し

に
生
活

し
得

べ
し

ε
假
寇
す
。

り

　

む

　

　

此
假
定
に
於
て
、
小
萎
の
量
が
缺
乏
の
心
配
な
き
爲
に
は
、
真
景
が
壷
に
彼
等
の
欲
望
(糊
口
の
)
を
實
際
満
す

む

　

に
足

る
の
み
な
ら
す
、
彼
等
の
心
配
を
除
く
に
足

る
も
の
な
る
を
要
す
。
換

言
す
れ
ば
、
小
変

の
量

が
充
分
の
或

る
程
度
に
在

る
こ
ε
を
要
す

べ
し
。
蓋
し
缺
乏
の
心
配
な
し
ε
割
画
す

る
爲
に
は
、
決
し
て
只
厳
格
に
足
る
ε
い

ふ
程
度
の
も
の
に
非
す
し
て
、
幾
分
か
潤
澤
で
あ
り
充
分
で
あ
る
こ
ご
を
要
す
る
な
り
。

前
例

に
於
て
は
播
種
用

の
量
を
除
き
て
残
れ
る
百
石
の
小
変
は
此
土
民
が
次
の
収
穫
期
迄
缺
乏
の
.沿
酣
な
し
に

生
活
し
得
る
量
な
り
ε
俄
寇
し
た
b
。
故

に
若
し
彼
等
が
其
上
に
若
干
石
を
有

つ
な
ら
ば
、
彼
等
は
過
剰
の
地
位

に
在
り
ε
い
ふ
可
く
、
之
に
反
し
て
、
假
定
の
百
石
よ
り
少
量
を
有

つ
な
ら
ば
、
彼
等
は
缺
乏
の
地
位
に
在
り
窪

い
ふ
可
き
な
り
。

若
し

↓
の
民
衆

が
正
確

に
其
所
有
す

る
小
変

の
量
ε
彼
等
の
消
費

に
要
す

る
量
ε
の
比
を
判
断
し

得

る

ご

き

`



む

む

む

む
　

む

む

は
、
此
知
ら
れ
た
る
比
は
、
同
様
正
確

に
彼
等
が
充
分
か
過
剰
か
又
は
缺
乏

か
の
何
れ
か
の
地
位
に
在
る
こ
ご
を

常

に
彼
等
に
示
す
も
の
な
b
。

熬
れ
こ
も
彼
等
は

こ
の
比
を
正
確

に
割
断
ず
る
を
得
す
。
何

己
な
れ
ば
彼
等
は
小
変

の
分
量
並
に
彼
等
が
之
を

消
費
す
る
に
要
す
る
分
量
を
的
確
に
定
む

べ
き
何
等
の
手
段
を
有
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
呪
ん
や
彼
等
は
小
変
を
減
損

な
し
に
貯
蔵
す

る
こ
ε
能
は
す
、
又
庇
減
損
の
量
を
正
確

に
豫
知
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
に
於
て
を
や
。
故
に
彼
等

　

む

が
判
断
し
得
る
鳳
唯
概
算

に
止
ま
り
、
又
藪
年
來

の
脛
験
を
基
礎
ご
す
る
も
の
に
止
ま
る
。
さ
れ
ば
、如
何
様

に
割

　

む

断
ず

る
に
し
て
も
、
彼
等
が
缺
乏
の
心
配
を
全
く
無
く
す
丈
多
く
の
小
変
を
有
す

ε
考
ふ
る
聴
は
充
分
の
地
位
に

む

　

在
り
ご
信
じ
。
彼
等
の
総

て
の
心
配
を
無
く
す
戎
よ
り
以
上
を
有
す

ε
考
ふ
る
塒
は
、
過
剰
ε
信
じ
。
彼
等
が
浪

む

む

費

(
位
奮
凶℃。
こ

す

る
に
は
不
足
な

る
分
量
.を
有
す

る

に
過

ぎ
す

ご
考

ふ

る
時

は

、
不
足

ご
信

ず

る
も
の
な

る
事
は

常

に
眞
實
な

b
ε
す
。

、

　

む

　

　

　

む

由
是
観
之
、
充
分
か
、
過
剰
か
、
叉
は
缺
乏
か
を
定
む
る
も
の
は
小
萎
の
分
量
よ
り
は
寧
ろ
此
分
量
に
封
ず
る

ロ

む

人

の
意
見

二
.。
且
巳
8

)
に
在

り

ε
謂

ふ
可
き
な
り
。
但

し
此
三
者

が
意
見

ε
し

て
現
は

る
る
は
唯

此
三
者

が
分
量

の
大

小
に
從

ひ
て
そ

れ
く

想

像

せ
ら

る
る
が
爲
な

り
。

若

し
此
土
民

が
播
種
用
を
除

き
て
百
石

の
小
変
を
有

す

る
代

り

に
二
百
石
を
有
す

る
な
ら
ば
、
彼
等
は

次

の
牧

穫
期

ま
で
の
消
費

に
向

て
百

石
丈

不
用

の
小
嬰
を
有
す

る
こ
ε
ξ
な

る
。
若

し
彼

等
が
此

過
剰

な

る
小
変
を
保
存

論

叢

ス
ミ
ス
氏
ミ
コ
ン
ヂ
ャ
ヅ
〃
氏
の
慣
値
眈

第
+
入
巻

第

[
號

=

七
)

=

七



論

叢

ス
、、
ス
.氏
ぐL
ロ
ン
ヂ
.
ッ
ク
氏
の
偵
他
説

第
十
入
谷

(第

一號

一
一
八
)

「
}
入

す

る
注
意

を
取
ら

兎
な
ら

ば
、
之
を
蒸

ら

し
又
は
腐

ら

し
む

る
な

る

べ
し
。

斯

く
し
て
此
等

の
飴

分
の

も
の
は
寛

に
次

の
年

々
亡

向

て
何
等

の
用
途

に
供

せ
ら

れ
す

に
了

る
な
ら

む
。

故

に
豊

作

が
数
年
続

く

ε
き
は
土
民
は

唯
無

用
な

る
過
剰

の
小
饗

を
持
飲
す

こ
ε

ε
な
り
、
遂

に
は

土
地

に
播
種
す

る
分
量
を
少

く
す

る

に
至
る

べ
し
。

熱

れ
こ

も
牧
穫

が
往

々
其
人
民

の
需

要
を
充

す

に
不
充

分
な

る
こ
・し
有

る
を
以

て
、
彼
等

は
豊
年

の
時

に
小
変

を
貯

賊
す

る
の
必

要
を
威
す

る
に
至

る
。
斯

く
し

て
其

豊
年

の
時

に
不
用

の
も
の
が
、
凶
漱

の
年

に
必
要

ε
な
る

な

り
。
從

て
貯
減

せ

る
白
石

の
小
変

は
鍬
年
間

凶
漱

が
纏

き
し
場

合
、
例

へ
ば
年

々
播

種
用
を

別

ε
し

て
六
十

石

か
八
十

石

か
の
牧
穫

み
り

し
に
温

ぎ
ぎ
る
場

合
を
埋
合

す

こ
ε
を
得

る
な
り
。

蓋

し
人
が
小
変

を
貯

ふ

こ
ε
を
知

り
.た

る
時
に
は

、
小
姿

の
過

剰

ピ

い
ふ
事
は
最
早

こ
れ
無

し
ε
謂

ム

ベ
し
。

何

ε
な

れ
ば
人
が
一比
年

に
於

て
消
費

せ
す

ε
も
、
他

の
年

に
之
を
消
費

す

る
を
以

て
な
あ

。

若

し
此

土
民

が
他

の
謂
土
民

に
閥
続

せ
ら

れ
た

る
ε

き
、
而
も
皆
農

を
本

業

ε
す

る
時

は
、
此
土
茂

は
小
婆

を

倉

に
貯

ふ
る
必
要

を
前

ε
同
様

に
有

せ
ざ
る

に
至

る

べ
し
。

何̀

ε
な

れ
ば
此

等

の
諸
土
民

は
変

易

に
依

b
て
有
無

相

通
す

る
を
得

れ
ば
な
り
。
黙

れ
ご
も
本

問
題

に
於

て
は

余
は
焼
土
艮

を
全
然
孤
立

せ

る
も

の
・し
仮
定

せ
り
。

故

に
此
有
無
相

通
す

る
ε

い
ふ
事
は
問
題
外
な

b
。

凡

そ
人
類
は

二
種

の
欲
望
を
有
す

。

一
は
人
類

の
身
禮

の
組
織

に
何

て
の
欲
望

に
し

て
、
換

言
す

れ
ば
吾
人

の

生
命

ぜ
維
持
す

る
爲

の
欲
望

な
り
。

二
は
慣

習

に
本

つ
く
も
の

に
し

て
、
必
ず

し
も
生
命

の
維
持

に
向

て
必
要

な

■



む

　

ロ

　

　

む

ロ

む

む

り

る
も

の
に
非
ず

。
倉
は
前
者

を
自
然

的
欲
望

(奮

冨
ω9
口
・。
昌
豊
年
色
⑳
)
ε

い
ひ
、
後
者

を
人

魚
的

欲
望
(
窮

σ
2
9
観

ず
∩
二
∩
ω
ω
)
ぜ

い

ふ

。

今
藪
に
漂
泊
せ
る
民
族
あ
り
、
彼

得
は
野
生
の
泉
質
や
其
漁
猟
せ
る
無
断

に
依
り
て
生
活
す
。
而
し
て
其
遍
歴

せ
る

あ

場
所
が
最
早
共
生
活
資
料
を
充
易
に
供
給
せ
さ
る
に
至
る
ざ
き
は
、
更

に
他
の
場
所

に
移
動
す
。
此
生

活
猷
態
に
於
て
は
、
吾
人
は
唯
其
箪
純
な

る
自
然
的
欲
望

め
る
を
見
る
の
み
.

黙
れ
ぜ
」
も
余
が
前
に
仮
定
せ
る
土
民
は
最
早
漂
泊
す

る
こ
ど
無
く
、
其
挿
み
た
る
場
所
に
於

て
生
活

せ
ん
ご
徹

せ
り
。
彼
等
凪
其
耕
作
せ
る
田
畝
の
牧
穫
の
豊
穰
な
ら
む
こ
ざ
を
欲
し
、
叉
彼
等
の
勢
働
の
結
果

の
良
好
な
ら
む

こ
ご
を
欲
す
。
彼
等
は
衣
食
の
料
を
得
ん
が
爲
に
、
野
獣
を
猟

る
こ
ε
を
以
て
満
足
せ
す
し
て
、
寧

ろ
牛
羊
を
牧

む

　

　

り

畜
し
、
彼
等

の
消
費
の
爲

紅
充

分
に
之
を
蕃
殖
す
る
こ
ご
を
勤
む
。
此
生
活
の
種
類
こ
そ
は
、
謂
ゆ
る
人
爲
的
飲

む躍

に
答

ふ
る
も

の
な

り
。
即

ち
習
慣

よ
b
生
す

る
欲

望

に
し
て
、其

習
慣

は
之
を
吾
人

が
澤

め

る
手
段

に
俵

り
て
、

自
然

的
欲
望

を
満
足

せ
し
む

る
所

の
も

の
な

り

ε
す

。

此
土
民

の
初

め
の
人
爲
的

欲
望

は
、
自
然

的
欲
望

ε
相
踊

る
甚

だ
遠

か
ら

ざ
る
も

の
な

b
。

撚
れ
ざ
も
此

人
爲

的
欲
望
は
益

々
進

歩
獲
達

し
て
、
自

然
的

の
も
の

ε
益

々
離
隔

す

る
に
至

る
を
豫
怨

し
得

べ
し
℃
即

ち
此
土

民

が

鼓
藝

の
進
歩

を
寫

し

て
、
彼
等

の
自

然
的

欲
望
を
満
す

爲

に
、

益

々
複
雑
巧

妙
な

る
方
法

を
以

て
す

る
の
時
節

鳳

漸

々
に
到
来
す

べ
き
な
り

。
是

に
於

て
、
種

々
の
入

爲
的
欲
望

が
自
然

よ
b
離

隔
す

る
織

に
、

全
然
白
日然
を
攣
化

論

叢

ス
.、、ス
氏
ぐ、
コ
ン
ヂ
マ
ワ
ク
氏
の
慣
値
説

第
十
八
巻

(第
一
號

一
}
九
)

】
一
九

、



囁'

論

叢

ス
ミ
ス
氏
ピ
コ
ン
ヂ
ャ
.
グ
氏
の
価
値
観

第
+
入
巻

(第

[
號

一
二
Q
)

一
二
〇

し
、
且

之
を
改
悪

(o
O
「「O
目
糞
Φ
)
.す
る

に
至

る
こ
ε

あ
る

べ
き
な

り
。

.

此
土
民

の
起

せ
る
始

め

の
諸

欲
望

は
、
肚

會
秩
序

の
本
質

を
成

す

。
此
等
諸

欲
望
が
無

く
な
れ
ば
砒
禽
秩
序

も

亦
失
は

る
。
差

し
此
等

欲
望

は
、
た

ε
ひ
漂

泊

せ
る
螢
氏

に
向

て
は

自
然
的

ε
い
ふ
を
得
す

ご
も

,
肚
會

に
於
け

御
入

(ぎ
0
5
ヨ
e
窪

ω
8
或
ゆ
)

に
向

て
は
絶
対
的

に
必

要
な

る
所

の
自

然
的
欲
望

ε

い
ひ
得

べ
き
な
り
。

此

理

由
に
本

つ
き
、
余
ぽ
今

後
帝

に
吾
人

の
生
命

維
持

に
必
要

な

る
も
の

の
み
な

㌫
ず
、
交

明
肚
會

の
構

成

に
峡

く
可

む

む

む

か
ら

ざ

る
所

の
諸
欲
望

を
も
、
自
然
的

ε
名

く

べ
し
。

而

し
て
余
は
人

爲
的

曾

6
二
8
・・
)な

る
語

を
以

て
、
耽
會
秩

序

(
『o
「卑
①
・。8
巨

)
に
重
要

に
非
す

し
て
、
從

て
之
れ

無

(
ε
も
交

明
砒

會
は
存

在
し
得

る
所

の
諸

欲
望

を
意

味

す

べ
き
な

b
。

む

　

凡
そ

一
の
物
が
吾
人
の
何
等
か
の
欲
望
を
充
す
を
得

る
時
は
、
之
を
有
用
な
り

ご
謂
ひ
、
物
が
値
入

の
役

に
も

　

ロ

立

だ
す
、
又

は
吾

人

が
之
を
以

て
何
を
も
寫
す

こ
ε
能

は
ざ

れ
ば
、
之
を
不
用
な

り

ξ
謂

塩
。

　

む

吾
人

は
此
妓

用

(一.邑

年
①
)
の
大
小
を
測

る
も
の
な
b

。
即
ち
吾
人

は
物

が
吾
人

の
そ
れ
を
用

ゐ
ん
ご
欲
す

る
事

む

ロ

　

む

　

　

　

む

件

に
適
す

る
度
合
を
判
断
す

る
も

の
な
り
。
此
割
断

即

ち
見
積

(婁

…ヨ
2
は

吾
人

の
櫃
値

?
募

霞
)
ε
補
す

る
も

　

む

　

　

　

ロ

む

む

の
な
り
。

一
物

が
傾
値

を
有

つ
ε

い
ふ
こ
ε
は
、
他
な

し
、
其
物

が
或

る
用

途

に
適

ふ

ε

い
ふ
こ
ε
な

り
、
又
は

　

　

適

ふ
こ
ε
を
吾

人
が
見
積

る
ご

い
ふ
こ
ε
な

b
。

　

む

む

ぐ

　

む

　

む

ロ

　

つ

む

　

諸
物
の
領
値
は
其
敷
用

に
水

つ
く
。
換
言
す
れ
ば
吾
人
が
そ
れ
に
就
て
有
す
る
欲
望

に
水

つ
く
。
更

に
換
言
す

'



'

/

れ
ば

、
吾

人
が
そ

れ
に
就

て
爲
し
得

る
用
途

に
本

つ
く

も

の
な
り
。

前
例

の
土
民
が
新

ば

る
欲
望

を
起
す

に
從

ひ
、
彼
等

が
物

に
就

て
新
な

る
用
途

を
獲
見
す

る
に
至
り

、
斯

く
し

て
前

に
は
償
値

な

か
り
し
物
も
、
後

に
は
債
値

を
有

す

る
に
至

る

べ
し
。

凡
そ
物

が
充

分
有

る
時

は
、
不
足

の
心

配
な
き

が
故

に
慾
望

を
威

ず

る
こ
ε
小
な
b
。
反
封

の
理

由

に
依

b
、

稀
少

の
場
合
及

び
缺

乏

の
時

に
は

、
.慾
里

を
威
す

る
二
ε
大
な
り
。

夫

れ
諸
物

の
贋
値

は
慾
望

に
水

つ
く
故

に
、
大

に
蔵

す

る
慾
望
は

物

に
人
な

る
債
値

を
附
興

し
、
少
し
く
威
す

　

む

り

ロ

む

り

む

む

む

り

　

む

　

む

る
慾
望
は
物
に
小
な
る
慣
値
を
附
興
す
る
は
當
然
な
り
。
約
言
す
れ
ば
、
諸
物
の
債
値
は
、
其
稀
少
の
聴

に
増
大

む

ロ

ゆ

　

　

む

む

む

り

む

し
、
共
豊
富

の
時

に
減

少
す
。

p

　

む

む

り

む

り

む

む

の

　

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

ゆ

む

　

　

物

の
領
置

は
」
其
登
庸

の
度

、
愈
人
な

れ
ば
愈
減

し

て
、
遂

に
零

に
達

す

る
迄

低
下

し
得

べ
し
。

例

へ
ば
過
剰

の
時

、
入

が
何
等

の
用
途

を
見

出
し
得

ざ

る

に
於

て
は

、
其
物
は

全
然
債
値

な

し
。
何

だ
な

れ
ば
此
場

合

に
其
物

が
全
然
不
用
な

れ
ば
な

り
。

斯

の
如

き
小
変

の
.過

剰

ε

い
ふ
こ
ε
は
、
入
が

そ
れ
を

溝
費

に
必
要

な
る
量

の

一
部

ε
爲

さ
ぎ

る
年

に
就

て
の

み
考

ふ
る
ε
き
に
、
始

め
て
之

れ
有

る

ぺ
け

れ
こ

も
、

若

し
人

が
次

ぎ

に
来

る
年

々
即

ち
牧
穫

が
必
ず

し
も
充

分

な

る
を
得
ざ

る
年

々
に
就

て
考

ふ
る
な
ら

ば
、
其
小
変

は
人

の
慾
望

の
必
要

な

る
量

の

一
部
を
成
す

べ
き
が
故

に
、

衝
癒

を
有
す

べ
き
な

り
。

論

叢

λ
ミ
ス
氏
こ
コ
ン
ヂ
ャ
ッ
〃
氏
の
慣
値
段

第
十
入
巻

(第

一
號

一
二
一
V

一
二
「

r



論

叢

ス

、、、
民

ぐ・
コ
ン
ヂ
ャ
ッ
〃
氏

の
倣

値
観

菊

+

八
巻

〔第

一
號

=

三

)

一
二
ニ

コ

む

　

　

む

む

　

む

ロ

バ

つ

　

此

慾
望

は
隔

た
り
た
る
慾
望

ε
謂

ふ
可
し
。
從

て
そ

れ
は
現
在

の
慾
望

が
與

ふ

る
ご
同

「
の
償
値

を
物

に
與

ふ

る

こ
ε
な

し
。
現
在

の
慾
塑

は
、
現
實

に
物

が
必

要
な

る
こ
ご
を
戚

ぜ
し
む
れ
こ
も

、
未
来

の
慾
望

は

、
只
物

が

必
要

ご
な

る

べ
し

ご
判

断

せ
し
む

る
に
過

ぎ
す

。
吾
人

は
往

々
物

が
未
來

に
斯
く
な
ら

ざ

る

べ
し

ε
妄
想
す

。
而

し
て
、
斯

か
る
憶

測

の
下

に
人
が
未
來

の
慾
望

を
豫
見

せ
ざ
る

が
故

に
物

に
謝
し

て
僅

か
の
償
値

を
與

ふ
る
こ

ご

こ
な

る
な
り
。

赫
肝
輝
剛
θ
ザ
献
劇
、
野
宮
げ
だ
ボ
剛

弾
じ
謬
捗

甜
壁
が
獣
欝
バ
ぴ
膨
が
正
確
ビ
姻
ゲ
ピ
餅
ボ
バ
超
ズ

、

む

む

ロ

む

の

む

ウ

の

ロ

む

む

此
度
に
依
り
て
定
ま
る
べ
し
。
而
し
て
此
時
は
人
は
眞

の
償
値
を
物

に
與

ふ
べ
し
ゅ
黙
れ
こ
も
此
度
は
決
し
て
常

に
替

れ
得
　

の
に
葦

。
躍
窪

罫

暮

罫

響

響

禦
創

窪

ビ
で

鱈

誓

響

ボ
。つ
ギ

む

む

　

り

む

　

む

む

む

む

む

　

む

債
値
の
大
小
は
定
ま
る
も
の
な
b
。

今
假
り
に
此
土
民
の
消
費

に
要
す

る
小
変
の
量

の
十
分

一
が
不
足
す
ε
せ
ぱ
、
若
し
八
が
此
缺
乏
を
認
識

し
、

且
そ
れ
が
只
十
分

一
の
み
な
る
こ
ご
を
確
知
す
る
な
ら
ば
、
此
小
萎

の
十
分
九
は
只
十

の
贋
値
を
有
す
る
に
過
ぎ

ざ
る

べ
し
。

然

る
に
事
實
は
斯
の
如
き
を
得
す
。
人
が
豊
富
の
時
に
自
負
す
る
如
く
、
缺
乏
の
塒
に
は
甚

だ
憂
慮
す
。
故
に

只
十

易

】
の
不
足
の
聴
に
は
、
人
は
十
分
二
、
十
分
三
、
又
は
そ
れ
以
上
ご
判
断
す
。
入
は
或

は
小
変
が
、全
然
缺

乏
す
る
の
聴
あ
る
を
考
ふ
。
獲

て
十

分

一
の
不
足
は
、
そ
れ
が
三
分

一
文
は
二
分

一
に
も
均
し
き
恐
怖
を
惹
起
す

も



.

ノ

.

る
な

る

べ
し
。

斯

の
如

く
人

の
意
見

が
不
足

を
過
大
睨
す

る
ε
き
は
、
小
変

を
所

有
す

る
人

々
は
之
を
保
存

す

る
を
勉

む

べ
く
、

而
.し
て
不
足

の
心

配
は
彼

等
を

し
て
、
其

必
要

ε
す

る
よ
り
以

上
を
貯

賊
せ
し
む

べ
し
。

斯
く

し
て
土
民

の

一
部

に
謝

し
て
不
足

が
實
際

に
起

る

こ
ε

ε
な
る

べ
し
。
此
欺

態

の
T

に
於

て
、
小
変

の
償
値

は
、
意
見

が
缺

乏
を
過

大
視
す

る
度
合

に
比
例
し

て
騰
貴
す

る
は
明

か
な
り

`
す
。

む

ゆ

　

む

　

む

む

り

ゆ

　

む

む

り

　

つ

む

　

　

む

む

　

り

つ

　

む

　

　

　

む

む

　

む

の

り

　

　

む

む

　

む

若

し
も
諸
物

の
償
値

が
諸
物

の
敷

用

に
本

つ
く

な
ら

ば
、
飲

用

が
同

一
に
止
ま

る
ご
き
.
其

筈

の
債
値

の
大
小

む

ゆ

む

む

　

む

む

む

ロ

む

む

む

む

サ

む

む

む

む

む

む

　

ロ

　

　

む

　

　

　

む

つ

む

　

　

し

む

む

ご

り

　

　

　

は
、
其
筈
の
稀
少

か
豊
富
か
に
水
つ
く
、
叉
は
寧

ろ
其
筈
の
稀
少

か
又
は
豊
富
か
に
就
て
吾
人
の
有
す

る
意
見
に

。

。

D

。

酬

。

。

本

つ

く

も

の

な

b

。

む

む

　

む

　

む

む

む

　

む

ロ

む

　

　

　

余

は
、
敷
用

が
同

一
に
止

ま

る
ど
き

ざ
吉

へ
り
、
蓋

し
、
諸
物

が
同

じ
く
稀
少

な
る

か
叉
ば
同

じ
く
豊

富
な
り

ご
假
足
す

れ
ば
、

人
は
其

導

の
債
値

の
大
小
を
其

筈

の
飲
用

の
大
小

に
愚
じ

て
判

断
す

る
も

の
な

る
は

人

の
皆
能

く
知

る
所

な
り
。

.

.

,

藪

に
値
入

も
甚

だ
必
要
な

り

ε
思
考

せ
ら

る
れ
こ

も
而
も
償
値
を
有

せ
ざ

る
が
如
く
見

ゆ
る
も
俄
あ
り
。
共
著

る
し
き

一
例

は
水
な
り
。

人
は
日
く

、
水
は

こ

こ
に
も
在
り

、.
之
を
得

る
鴛
に
は
何
を
も
要

せ
す
。
運
搬

に
依
り

て
水

が
受

く
可
き
償
値

は

、
水

の
償
値

に
非
す

、
そ

れ
は
只
運
搬

の
費

用

の
贋
値

に
外

な
ら
す

ε
、
扱

人
が

何
等

の
債
値
な

き
物

を
得

る
爲

め
に
、
運
搬
費
用
を

彿

ふ

ご

い
ふ
事
は
、
豊
驚

く
可
き

に
非
ず

や
。

コ

論

叢

ス
ー
ス
昏

・
・
ン
ヂ
・
ガ

氏

の
慣
値
説

第
+
入
谷

(第

「
號

「
二
三
∀

一
二
三

轡
、



直

論

叢

ス
ミ

ス
氏

ε

コ
ン
ヂ
ャ
ヅ
〃
氏

の
偵
値

就

第

十
八
巻

(第

【
雛

　
二
四

)

一
二
因

り

故
に
余
は
斯
く
盲
は
ん
ε
欲
す
。
河
岸
に
於
て
す
ら
水
は

一
の
償
値

を
有
す
、
但
し
そ
れ
は
至
て
小
な
り
、
何

ご
な
れ
ば
水
は
其
所
に
於

て
.
吾
人
の
欲
望

に
向

っ
て
無
限
に
過
剰
な
れ
ば
な
り
。
反
謁
に
、
乾
燥
せ
る
地
方
に

於
て
水
は
人
な
る
債
値
を
有
す
。
而
し
て
入
は
そ
れ
を
水
を
運
ぶ
距
離

に
比
例
し
、
叉
は
其
困
難
に
比
例
し
て
見

積

る
な
り
。
之
ε
同
様

の
例
を
翠
ぐ
れ
ば
、

}
の
渇
し
だ
る
族
人
が
水
の

↓
杯
に
黝
し
百
銭
を
興

ふ
、
而
し
て
此

む

む

り

む

　

　

つ

ゆ

　

む

む

む

む

　

　

む

　

む

む

　

　

　

む

り

む

　

　

　

　

つ

水
の

一
杯
は
百
銭
を
慣
す
。
償
値
は
物

の
上
よ
り
は
、
寧

ろ
吾
人
の
爲
す
見
積
り
の
上
に
在

る
が
故

に
、
而
し
て

に

　

　

　

　

ロ

む

ロ

リ

む

　

む

む

　

　

む

む

む

む

ロ

　

　

む

む

む

む

　

　

　

ロ

む

む

　

む

む

　

む

む

む

サ

此
見

積
b

は
、
吾

人

の
欲

胞.
に
比
例
的

な

る
が
故

に

、
債
値

は
吾

人
の
欲
望

が
或
は
増

し
、
或

は
減
す

る

に
從
ひ

ロ

　

む

む

む

ワ

む

　

　

む

む

　

む

て
、
或
は

上
り
或

は
下

る
も
の
な
り
。

人
は
諸
物

が
何

等

の
費
用

を
要

せ
ざ

る
時

に
、
償

値
な

し

ご
割
漸
す

る
如

く
、
人
は
諸
物

が
金

を
要

せ
ざ

る
時

に
其
筈
を
費
用

の
要
ら

漁
も

の

ご
割
断

す

べ
し
。
謂

ふ
余
を

し
て
此

事
を
明
瞭
な
ら

し
む

る
爲

に
更

に
精

確

に
考

ぶ
る
所

あ
ら

し
め
よ
。

た

ご
ひ
人

は

…
物
を
得

る
爲

に
、
金

を
與

へ
ぬ
ε

て
も

、
若

し
其
物

が
勢
働

を
費
や
す
を
要
す

る
な
ら
ば
、

そ

れ
は
費
用

が
要

る
ご
盲

ひ
得

べ
.し
。

抑

も
労
働

`
は
何

ぞ
や
。
曰

く
、

一
の
便

益

(巽
雪

田
鴨
)
を
得

る
目
的
を
以

て
爲

さ
る
る
所

の

一
の
行
魚
文
は

諸
行

劉

の
引

続
き
な
り
。
世
間

に
は
、
無
職
業

者

の
如
く

、
何
等
定
ま
り

た

る
勢
働

を
駕
す

こ
疋
な
く

し
て
、
行

動

し

つ
つ
居

る
者

も
あ
り
。
撚

れ
ざ
も
勢
働

者
な

る

も
の
は
人

の
欲
望
す

る
所

の
物
を
生
産
す

る
爲

に
行
動
す
。

,



余

の
庭
園

に
働

く
所

の
雇
人

は
余

が
彼

に
約
束

し
π

る
賃
金
を
得

る
爲

に
行
動
す

。
而

し

て
彼

の
勢
働

は
鋤

の
第

一
撃

よ
り
始
ま

る

こ
ご
を

注
意
す

べ
し
。
何

ε
な

れ

ば
、
若

し
此
第

一
撃

よ
り
始

ま
ら

漁
な
ら
ば

、
彼

の
勢
働

の

始
ま

れ
る
所

を
何

人
も
知

る

こ
ξ
能

は
ざ

る
可
け
れ

ば
な

り
。

こ
の
第

一
の
考
察

に
從

ひ
て
、
余

は
謂

へ
ら
く

、
余

が
川
よ

り
遠

く
隔

究
り

て
居

る
時

に
、
水
は
之
を

汲
み

に

行

く
行
爲
を

要
す

べ
し
。
其
行

爲
は
即

ち
勢
働

な
り

、
何

ご
な

れ
ば
其
行

爲
は
余

の
欲
望

す

る

一
物

を
得

ん
が
爲

め
に
爲

さ
る

る
が
故
な
り
。

而

し
て
余

が
川

の
岸

に
居

る
聴
は

、
水
は
之
を
得

る
た

め
に
は
只
余

の
身

を
屈

め
る

女

を
要
す

る
の
み
な
れ
ば
、
共
行

爲
は
重

て
小
な

る

勢
働

な
り

ξ
認
め
得

べ
し
。
前
述

の
鋤

の

　
撃

よ
り
は
小
な

る
勢
働
な
り
。
然

れ
ご
も

、
水

は
其
時

又
至

て
小
な

る
償
値

を
有
す

べ
き
な
り
。

さ
れ
ば
、
水
は
余

の
所

へ
そ

れ
を
持
来

る

に
要
す

る
勢
働
を

直
打
す

べ
し
。
若

し
余

が
自
身

に
水

を
取
り

に
行

く
を

欲

せ
ざ

る
な
ら
ば

、
余

は
余

の
爲

に
そ
れ
を
取

り
摩

る
人

の
勢
働

に
報

ゆ
る
な

る

べ
し
。
故

に
水

は
余

が
興

り

　

む

り

　

の

む

む

む

　

　

ふ
る
賃
金

を
直
打
す

べ
し
。
從

て
運
搬

費
は
水

に
勤

す

る

　
償
値

こ
な

る

べ
し
。
余

は
余

自
身
、
水

に
此

債
値

を

な

む

　

む

ロ

　

　

サ

　

　

む

り

む

む

り

ロ

　

　

む

　

　

つ

　

む

　

む

ハ

ゆ

　

む

與

ふ
、
何

ε
な

れ
ば

、
余

は
水

か
運
搬

諸
費

を
直
打

す

る

こ
ご
を
見
積

る
が
故

な
り
。

若

し
余
を

し
て
,
室
氣

は

一
の
償
値
を
有
す

ご
言

は

し

め
ば

、
人
は
定

め
て
驚

一
な
ら

む
。
然

れ
こ
も
余

は
論

理
的

に
説

明
す

る
に
於
て
は
、

斯
く
言

は
ざ

る
可

か
ら
す

。
然

ら
ば
室
氣
は

何
を

直
打

す

る
か
、
曰
く
室
氣
は
余

が
之
を
呼
吸

し
、
之
を
交

代
し

、
之
を
新
鮮

に
す

る

爲

に
な
し
陀

る
所

の
総

て
を
余

に
直

打
す

る
な
り
。
余

は
窓

論

叢

ス
、・
ス
氏
ぐこ

ン
ヂ
ヒ
ッ
〃
氏
の
便
値
観

第
十
入
谷

(第

}號

「
二
五
)

}
二
五

響



論

叢

ス
ミ
ス
氏
ミ
コ
7
ヂ
ャ
ッ
〃
氏
の
偵
値
説

第
十
入
巻

(第
一
號

一
二
六
)

一
二
六

を

開

き
、
叉
は
外
出

す
。

此
等

の
行

鯛
は
皆

野
働
な

り
、
實

に
重
て
軽
微

な

る
勢
働
な

b
。

何

ε
な
れ
ば

、
空
気

は
水

よ
り
も
.
}
層
豊

富

に
し
て
.
・唯

至

て
微
少

な

る
櫃
値

を
有

し
得

る

か
爲
な

り
。

余

は
こ
れ
ご
同

一
の
事
を

太
陽

が
遍

ね
く
地

球

の
表

面

に
櫨
有
す

る
所

の
光
線

に
就

て
も
、
言

ひ
得

べ
し
。

何

ε
な
れ
ば
此

光
線
を
吾
人

の
総

て
の
肘

途

に
供
す

る
爲

に
は

、
實

に
勢
働

若

く
ば
金

を
要
す

れ
ば
な

b
。

反
射
論
者

は
、
余
が
敷
用
を

以

て
償
喧

の
基
礎

ご
寫
す

こ
ご
を
誤
謬

な
り

ご
爲

せ
b
。

研
く

、

一
物

は
、
稀
少

の
或

度
を
有

つ
に
非

ざ
れ
ば
償
匝
を
有

っ
を
得
す

ξ
。

此

稀
少

の
或

度

(弓
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昌
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然
る
に
人
は
往

々
償
値
を
以
て
、
吾
人
の
與
ふ
る
所
の
割
断
よ
り
猫
立
し
て
、
諸
物
の
固
有
す
る
所
の

一
の
絶

　

　

ロ

リ

封

的
性
質
な

り

ご
思
考
す

。
此

不
正
確

な

る
考
は

、誤

謬
な
る
推
理
を
引

起
す

も

の
な
り
。

弦

に
注
意
す

べ
き
は
、

凡
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0
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O

O

O

O

O

り

n

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

た
ざ
ひ
諸
物
は
吾
人
の
用
途
に
適
す

る
性
螢
を
絶

つ
に
由
り
て
の
み
始
め
て
儂
値
を
有

つ
べ
し
ざ
難
も
、
若
し
吾

川
ゲ
辮
卿
僻
雌
螂
貯
ゼ
押
ゲ
叩む
ゼ
笄
断
ぜ
紹
ボ
ビ
輝
f
嘩

耀
朝
露

先
ビ
耐
で
側
響
び
鮒
側
ゼ
柑
ゴ
濁
鄭
噺

湛

竪

斡

諜

繹

窪

事

事

灘

が
蜘
慰

馨

穿

騨

拶

郁

郁

・
啓

で
只
聾。嬰

謝

O

O

O

O

O

O

っ

0

0

0

っ

。

O

O

O

Q

O

O

O

O
.

O

O

O

D

O

O

O

u

O

O

O

O

。

O

O

O

O

物
の
敷
用

の
大
か
小
か
を
剣
断
ず
る
に
由
り
て
の
み
、
諸
物
の
償
値

が
大
久
は
小

ご
な

る
も
の
な
り
。
叉
同

}
の

鼓
胴
の
場
合
に
は
、
只
吾
人
が
諸
物

の
稀
少

か
豊
富
か
を
判
断
す

る
に
由
り
て
の
み
諸
物
の
償
値

か
大
叉
は
小
ご

む

む

む

の

こ

し

ド

む

む

　

む

む

む

ロ

　

り

ゅ

む

　

む

ロ

ロ

　

む

ロ

　

　

む

む

つ

む

む

む

む

ロ

む

む

な
る
な
り
。
余
は
其
此
考
が
余

の
此
著
書

の
塗
騰

の
基
礎
ご
な

る
が
故
に
、
特
に
此
考

に
就
て
多
言
を
費
や
し
た

む

む

む

る

な

b

Q

畠

第
二

物

の
償
格
の
根
本

藪

に
甲
乙

二
人
あ
り

、
甲

は
小
変

を
過
剰

に
.有

ち

て

、
葡
萄
酒

を
有

せ
す

、
乙

は
反
射

に
葡
萄

酒
を
過
剰

に
有

.

ち

て
、
小
変

を
有

せ
す
。
而

し

て
甲

に
不
要

且
過

剰
な

る
小
変

は
乙

に
必

要
に
し

て
、
乙

に
向

て
は
過
剰
且
不
要

な

る
酒
は
甲

に
必

要
な
り

ご
假

足
す
。
此

場
合

に
両

人
は
交
易
を

爲

さ
.ん
ε
欲
す

べ
し
。
即
ち

甲
は
乙

に
萎
を
提

供

し
、
乙

は
酒

を
提
供

し
て
、

互

に
相

交

易
せ
ん

ε
す
,べ
し
。

若

し
甲

の
過

剰
が
恰

も
乙

の
消
費

に
向

て
必
要

に
し

て
、
乙

の
湯
剥

は
恰
も
甲

の
消

費

に
向

て
必
要

な
ら

ば
、

二
人
は
相

互

に
交

易
す

る

こ
ご

に

田
り
て
、「
共

に
利
益

を
得

べ
し
。
何

ε
な
れ
ば
、
・
二
人

は
各

々
其
不
要

の
物
を

論

叢

ス
.・.
ス
氏
ご
=
ン
ヂ
即
ヅ
〃
氏
の
偵
世
説

第
十
入
谷
。
(第
]
號

】二
七
)

】
二
七

L.



'

論

叢

・門
ミ
ス
氏
ξ
コ
ン
ヂ
・
ヅ
グ
氏
の
偵
他
説

第
+
入
港
＼
第

「號

一
二
八
)

「
二
八

與

へ
て
、
欲
望
す

る
所

の
物

を
得
れ
ば

な
り
。
此
場
合

に
甲
は
其
小
変

が
乙

に
向

て
直
打
す

る
所

は

、
恰

も
乙
の

酒

が
甲

に
向

て
直
打
す

る
所

ε
同
じ

ε
見
積

り
、
乙
は

其
酒

が
甲

に
直
打
す

る
所

は
恰

も
甲

の
小
変

が
乙

に
直
打

す

る
所

ど
同

じ

ε
見
積

る
な
り
。

'

熱

れ
ご
も

、
若

し
甲

の
過
剰
は
乙

の
滑
費

に
向

て
充

分
な
れ
こ
も

、
乙
の
過
剰

は
甲

の
消
費

に
向

て
不
充

分
な

る
ε
き
は

、
甲
は
其
絶

て
の
過
剰
を

乙

の
過
剰

に
謝
し

て
與

へ
ぎ
る

べ
し
。
何

ε
な

れ
ば
甲
が
乙

に
與

ふ
る
物
は

乙
に
多

く
を
領
ひ

し
、
乙

の
甲

に
與

ふ
る

も
の
は
甲

に
少

し
を

償
ひ
す
れ

ば
な
り
。
、

斯

く
し

て
、
甲
は

乙

に
其

小
萎

の
過
剰

の
総

て
を
與

へ
ず
。

甲
は
其

の
得

ん
ざ
欲

し
て
、
而

も
乙
が
與

ふ
を
得

ざ

る
酒

の
分
量
を
他

人

よ
り
得

ん
が
爲

に
、
其

の
小
姿

の
過
剰

の

一
部
分
を
留
保

す

る
な

る

べ
し
。

乙

に
就

で
見

れ
ば
、
乙
は
其
酒

の
過
剰

を
以

て
彼

の
消

費
に
要
す

る
小
変

の
総

て
を
得

ざ
る

べ
か
ら
す
。
故

に

若

し
甲

が
乙

に
與

へ
得

る
所

の
小
変

が
乙

に
不
充

分
な

ら
ば
、
乙
は
其
酒

の
過
剰

の
総

て
を

甲

に
與

ふ
る
こ

`
を

拒

む
な

る

べ
し
。

此
争

論

の
下

に
、
乙

は
多
量

の
小
変

に
射

し
て
彼

の
能

ふ
丈

小
量

の
酒
を
提
供

し
、
甲
は
多
量

の
酒

に
射

し
て

彼

の
能

ふ
丈

小
量

の
小
萎
を
提
供
す

る
な

る

べ
し
。

斯

く
す

る
間

に
、
二
人

の
欲
望
は

二
人
を

し
て
必
ず

或

る
決

定
を

鴬
さ
し
む

る
に
至

る

べ
し
。
何

ε
な
れ
ば
乙

は
小
婆

を
要
堅

し
、
甲
は
酒
を
要
望
す

れ
ば
な
り
。



扱
乙

は
甲
の
欲
す

る
酒

の
絡

量
を
甲

に
與

ふ
る
こ
ε
を
徹

せ
す

、
又
與

ふ
る
を
得

ざ

る
が
故

に
、
甲
は
稽

少

き

消
費
を
爲

さ
ん
ご
決
心

す

べ
し
。
而

し
て
乙
は
叉

小
変

に
就
て
其
清
費

せ

ん
ε
欲

し
だ

る
量

を
減
ぜ

ん
ε
す

る

べ

し
。
斯
く

し
て
漸

々
に
二
人
は
協

定

に
逝

つ
く
な
る

べ
し
。
甲
は
小
萎

の
梢

多
量
を

乙

.L
與

へ
ん
ご
し
、
乙
は
甲

に
酒

の
梢

多
景

を
與

へ
ん

ε
す

べ
し
。

而

し
て
相

互
数

回

の
提
議

の
後

に
二
人
は

遂

に
意
見

の

一
致

を
見

る
に
至

る

べ
し
。

例

へ
ば

二
人
は

一
樽

の
酒

ご

　
俵

の
小

萎

ε
ば
其
榎
値
を
響

く
す

ε
の
協
定

に
達
す

る
な

る

べ
し
。

一
.一入
が
相
互

に
提
供

を

駕
す

聴

に
は
、
互

に
疽

切
り

合

ふ

べ
く
。
斯

く
し

て
意
見

の

一
致

に
達

し
把

る
塒

に
取

引
は
行

は

る

べ
し
。
扱

二
人
は

一
儀

の
小
夢

の
乙

に
値

す

る
所

は
恰

も

一
構

の
酒

の
甲

に
値

す

る
所

ε
同
じ

ε
見

積

b
た
り
。

・

二
人

が
小
婆

を
酒

に
比

べ
て
駕

し
、
叉
酒

を
小
変

に
比

べ
て
爲
す
所

の
此

見
積

り
は

、
謂

ゆ

る
債
格

(
唱
二
x
)な

ザ
。
帥

ち
乙
の
酒

の

一
櫓

は
、
甲

に
向

て
は

、
甲

の
小

夢

の

一
儀

の
償
格

な

り
。

甲

の
小
嬰

の

【
俵

は
、
乙

の
爲

め
に
は
、

乙

の
酒

の

一
樽

の
贋
格
な

り
。

今

二
人
は
相
互

に
小
変

及

び
酒

の
償
値

の
何
た

る
か
を
知

れ
り
。
何

ε
な

れ
ば
、
二
人
は
此

等

の
償
値
を

二
人

の
有

し
且
共

に
知

る
所

の
欲
望

に
由

り

て
見
積

O
に
れ
ば

な
b
。
而

し
て
術
ほ
二
人
は
此

二
種

の
物

品

が
他

の
人

々
に
射
し

て
も
亦

「
の
債
値

を
有
す

る
こ
♂
を
知

る
な

ら

ん
。
何

ざ
な

れ
ば

、
二
人
は
他

の
人

々
も

亦

此

等

の

物

昴

に
謝
し

て
欲

聲
を

有

つ
こ
ε
を
知

れ
ば

な
b
。
然

れ

ど
も
此

欲
望
は

二
人

の
考

へ
る
よ
り
は

、
蓋

し
域

は
大

論

叢

ス
ミ
ス
氏
ご
コ
ン
ヂ
セ
ヅ
グ
氏
の
偵
他
説

第
十
八
巻
.
(第
一
號

一
二
九
)

「
二
九

ズ



論

叢

ス
ミ
ス
氏
ε
コ
ソ
デ
ャ
ヅ
加
氏
の
偵
値
段

第
十
八
巻

(第

一
號

=
二
〇
}

=
二
〇

な

る

こ
ご

め
b

、
叉
は

小
な

る
こ
ε
あ
る

べ
し
、
故

に
彼
等

が
二
人

に
そ

れ
を
告

げ
ざ

る
限
り
は

二
人
は

正
確

に

彼

等

が
賦
興
す

る
慣
値

の
何

た
る
か
を
判
断
す

る

こ
ご
能
は

ざ
る

べ
し
。
然
ら
ば

彼
等

は
如
何

に
し

て
そ

れ
を

二

人
に
告
ぐ

る

か
ご
い
ふ

に
、
そ
れ
は
彼
等

が
二
人

ざ

函
に
、
及

び
彼

等

の
問

に
織
す

可
き
交
易

に
由
b
て
告

ぐ

べ

き
な
b
.。
斯

く
し

て
総

て
の
人

々
が

一
般

に
若
干

の
小

変

に
謝

し
て
若

干

の
酒

を

與
ふ

る
こ
ξ
を
同
意

し

た
る
時

に
、
始

め
て
小
変

は
酒

に
比

し
、
叉
酒

は
小
変

に
比

し

て
、

一
般

に
総

て

の
人
よ
り
認

め
ら

る

＼

一
の
償
値

を
有

.つ
に
至

る
な
り

ロ

　

む

　

　

　

む

む

む

む

　

　

　

　

ほ

む

　

サ

　

む

ロ

　

む

む

む

む

　

む

む

ロ

む

む

む

　

じ

む

　

む

　

交

易

に
於
て
、

一
般

に
認

め
ら
る

＼
死
闘
係

的
債
値

は
諸
物

の
慣
絡

の
棊

風
ε
な

る
な
b
。
故

に
償
格

-し
は
、

む

む

　

む

　

ロ

む

　

む

む

む

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

　

む

ロ

む

む

　

　

む

む

　

り

む

　

む

　

　

む

　

　

　

ロ

一
物

に
就

て
見
積

れ

る
債
値

を
他

の
物

に
就

て
見
積

れ

る
償
値

に
比
し
た

る
も
の

に
外

な
ら
す
。
即

ち

一
般

に
そ

・

ご

　

む

り

　

　

ロ

　

む

　

ロ

　

　

　

　

　

む

　

ロ

ロ

　

む

　

　

む

　

　

む

　

　

　

　

む

む

む

れ
等

の
物

に
就

て
、
交

易
を

寫
す
人

々
の
絡

て
に
依
り

て
-一
般

に
見
積
ら

れ
た
る
も

の
な
り

。

　

む

　

　

　

　

つ

ご

む

む

　

む

む

つ

む

　

　

　

セ

　

む

む

む

　

　

　

　

む

む

　

む

　

　

交

易

の
下

に
於
て
、
諸
物
は
決

し
て
絶

数
的
慣
格

(島

℃
ユ
×

駐
の○
【二
)
を
宿

せ
す
。

只
吾
人

が
取

引
を
結

ぶ
瞬

む

む

む

む

む

む

む

つ

む

む

む

り

む

む

む

り

り

む

つ

む

ロ

む

む

む

　

　

む

　

　

　

ロ

リ

む

む

間

に
於

て
吾

人
が
爲
す
所

の
見
積
り

に
賛
す

る
關

係
的

償
絡

(
毒

言

×

邑

四
球
)
を
有

っ
の
み
な
b
。
而

し
て
そ

ひ

　

　

　

む

　

む

ラ

　

む

む

　

　

ゆ

ゆ

む

む

む

む

し

れ
等

の
物
品
は
相
互
に
他

の
物
品
の
儂
格
こ
な
る
。

　

　

む

む

む

む

　

　

む

り

　

　

　

む

む

む

　

む

む

　

む

む

む

　

む

む

む

第

一
に
、
諸
物

の
債
幣
は
、
吾
人
が
爲
す
所
の
見
積
り
に
比
例
的
な
り
ε
す
。

　
居
適
切
に
吉
は
ば
、
そ
れ
は
、

一
物

に
就

て
吾
人
が
他
人
に
比
し
て
寫
す
所
の
見
積
り
に
外
な
ら
す
。
而
し
て
此
事
た
る
決
し
て
怪
む

べ
き
に
非

　

　

む

む

む

む

む

す
。

何

ε
な

れ
ば

、
始

め
よ
り
償
格

ε
二
×
)
ε
見
積

b

(島
口
巳
o
)
ε
は
同
意
味

の
詞
な

れ
は
な
り
。

ヌ
償
絡
な

る

■



語
の
元
来
の
意
味
は
今
日
見
櫨
り
な
る
語
の
示
す
所

の
意
味
な
れ
ば
な
b
。
.
.

、

む

む

む

り

む

む

む

む

む

む

む

む

　

第

二

に
、
諸
物

は
相

互

に
償
格
な
り
。

甲
の
小
変

は
乙

の
酒

の
償
格

な
り

、
而

し

て
乙

の
酒
は
甲

の
小
変

の
償

格
な

り
。
何

ご
な
れ
ば

、
二
人

の
聞

に
行
は

る
る
取
引

は

、
恰

も
乙

の
酒

が
甲
に
向

て
有

っ
所

の
儂
値

ご
同

じ
も

の
を
、
甲

の
小
変
が
乙

に
向

て
有

つ
こ

ε
を
二
八
が

見
積

れ

る
に
至

る

一
の
協
定

な
れ
ば
な
り
。

む

む

む

ゆ

こ

ロ

む

　

　

む

む

　

む

　

む

む

む

む

　

　

此
僧
俗
ご
債
値

ε
の
こ
語
は
之
を
混
同
す

べ
か
ら
す
。
又
常
に
此

二
語
を
互
に
無
闕
係
な
る
か
の
如
く
に
使
用

す
る
も
亦
不
可
な
り
。

ロ

ロ

ロ

ロ

　

む

　

　

む

む

ひ

ほ

む

　

　

む

　

む

む

む

じ

ほ

ほ

り

り

　

ゆ

む

む

ロ

む

ロ

ロ

ヒ

　

む

む

　

む

吾
人
が

一
物
に
謝
し
て
欲
堅
を
有

つ
故
に
、
其
物
は
債
値
を
有

つ
な
り
。
其
物
は
只
そ
れ
自
身
に
於
て
、
而
か

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

　

む

む

む

　

む

　

ゆ

　

む

ロ

む

む

　

じ

し

　

　

む

む

む

　

む

む

　

む

も
交
易
を
駕
す
ご
い
ふ
問
題
の
起

る
以
前
に
於
て
、
荷
も
音
入
の
欲
望
す

る
所

の
物
な
る
以
上
は
贋
値
を
有
す

る

む

む

な

り

。

・

.

む

む

む

　

む

む

ロ

　

む

む

む

む

ロ

む

む

む

む

む

む

ロ

む

む

む

む

反
動

に
、
物
は
吾
人
が
交
易
を
行
ふ
時
に
於
て
の
み
償
櫨
を
有

つ
も
の
な
り
。
何
こ
な
れ
ば
、
吾
人
は
物
を
他

の
物
ε
比
較
す

る
に
當
り
、
只
そ
れ
を
吾
人
が
交
易
せ
ん
ξ
思

ふ
丈

に
見
積

る
に
過

ぎ
ざ
れ
ば
な
b
。
而
し
て
其

償
格
は
、
既
に
吉

へ
る
如
く
、
交
易
の
下
に
吾
人
が
真
贋
値
を
他
の
贋
値

ε
比
較
す
る
時
に
、
吾
人
が
真
贋
値

に

就
て
爲
す
所

の
見
積
b
な
り
。

'
.

、

む

ロ

む

む

　

む

　

む

む

故

に
慣
格
は
慣
他
動
假

足
す

。
是

れ
此
二
語

の
往

々
混

同
せ
ら

る
る
所

以
な
り
。
但

し
場
合

に
依

り

て
は

、
此

二
語

が

　
様

に
用

ひ
ら

る
る
こ

ε
あ
り
。
然

れ
ざ
も

、
本

家
此

二
語

は
混
同
す

べ
か
ら
ざ

る
二

つ
の
意
義

を
示
す

論

叢

ス
ミ
ス
氏
ピ
コ
ン
ヂ
ャ
ッ
〃
氏
の
便
値
説

,

第
十
八
巻

(第
「
號

=
一=
)

一
==



ノ

.

論

叢

ス
ミ
済
民
己
コ
ン
ヂ
Tワ
〃
氏
の
償
値
覗
.

第
十
八
巻

(第
「
號

=
二
二
)

一
三
二

も
.の
な
b
。
而

し
て
之
を
別
別
す

る

こ
巴
は

馬
以

下
余

輩

が
爲

さ
ん

ε
欲

す

る
議
論

の
展
開

の
上

に
、
錯
誤

を
避

く

る
爲
.に
甚

だ
要
用

な
り
。第

三

儂
格
の
攣
動

,

余
輩
は
贋
格
は
償
値

に
水
つ
く
こ
ε
を
説
明
し
π
り
。
而
し
て
此
債
億
な
る
も
め

は
攣
動
す
コ
從
て
、
債
格
も

亦
愛
動
す

べ
し
。
攣
動
に
種
々
の
原
因
あ
り
。

第

一

豊
富
ざ
稀
少
ご
は
償
格
を
償
値

の
如
く
愛
動

せ
し
む
。
而
し
て
横
格
を
欲
望
の
大

小
に
比
例
し
て
攣
動

せ
し
む
る
も
の
な
り
。

第

二
.
諸
物

の
償
絡
は
人
民
が
同
じ
豊
富
火
は
同
じ
欲
望
を
有

っ
場
合
に
於
て
も
攣
動
し
得

る
も
の
.な
り
。

牧
穫
後
に
於
て
、
余
は
穀
倉

に
過
剰
な
る
小
変
を
有
し
居
れ
り
。
而
る
に
之
に
反
し
て
、
過
剰
な
る
酒
は
、
皆

余

の
小
変
を
欲
望
す

る
十
二
人
の
酒
倉

に
分
配
せ
ら
れ
て
存
在
す
ε
低
足
せ
よ
。

此
徹
定
の
下
に
於
て
、
此
十
二
人
が
余
の
小
変

に
封
し
て
、
彼
等
の
酒
を
交
易
せ
ん
ご
し
て
來
れ
り
、

而
し
て

前
年
に
於
て
余
は

一
樽
の
酒
に
謝
し
で

一
儀
の
小
変
を
與

へ
π
る
故
に
、
彼
等
の
各
は

　
俵

に
謝
し
て

一
樽
を
提

供
す
。
黙
れ
ご
も
、前
年

に
於
て
は
、
余
ば
只

一
人
の
み
ご
取
引
し
て
、
多
く
の
小
変
を
與

へ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
・し

錐
も
,
今
日
は
余
は
十
二
人
ε
取
引
す
。
而
し
て
余
は
彼
等
が
賣
り
放
た
ん
こ
す
る
酒
の
総
て
の
量
を
徹
せ
.さ
る

■



よ
り
、
余
は
余
に
成
る
可
く
多
く
の
酒
を
輿
ふ
る
人
に
の
み
小
委
を
與

ふ
べ
き
こ
ε
を
告
ぐ

べ
し
。
斯
く
し
て
余

.

は
彼
等
を
し
て
余
に
取
り
利
益
あ
る
申
出
を
競
ふ
て
爲
さ
し
む
る
を
得

べ
し
。
其
結
果
、
余

の
小
変
は
彼
等
に
向

て
は
前

よ
り
は
高
く
な
り
、
彼
等
の
酒
は
余
し
向
て
は
安
く
な
る
べ
き
な
め
。

若
し
過
剰
な
る
小
変
が
十
二
人
の
穀
倉

に
分
配
せ
ら
れ
て
存
在
し
(
反
射

起
渦
剰
な
る
酒
の
紹
量
は

一
人
の
酒

倉

に
貯

へ
ら
る
る
ε
假
足
す

る
ε
き
は
、
此
時
は
、
債
格
は
決
し
幅
第

一
の
假
定
の
時

の
如
一
な
る
を
得
す
し
て
、

小
饗
の
償
幣
は
下
り
酒
の
償
格
は
上
る

州、
き
な
り
。

敷
多
の
人
が
各
所
有
す

る

一
の
貨
物
を
責
ら
ん
ε
欲
す
る
時
は
、
此
競
争
は
真
贋
格
を
下
ぐ

べ
し
。
而
し
て
競

争
無
け
れ
ば
、
彼
等

の
費
ら
ん
ε
欲
す

る
貨
物
の
償
柊
を
上
ぐ

べ
し
。
故
に
競
事
が
場
合
に
よ
り
、
大
か
小
か
叉

は
絶
無

か
に
從
ひ
て
、
慣
格
は
或
は
下
b
ヌ
は
上
る
な
り
。

此
慣
格
の
攣
動
は
、
謂
ゆ
る
絶
謝
的
償
格
な
る
も
の
の
有
り
得

べ
か
ら
ざ
る
事
を
明
讃
す

る
も
の
こ
謂
ふ
可
き

な
り
。
凡
て
吾
人
が
債
格
を
高
し
ε
い
ひ
、
叉
は
之
を
低
し
ご
い
ふ
は
、
吾
人
が
交
易
せ
ら
る
べ
き
二
貨
物
を
互

、

に
相

比
較

し
て
い
ふ
に
外

な
ら

す
。
例

へ
ば
若

し
余

が
多
量

の
小
嬰

に
封

し

て
少
量

の
酒

を
與

ぶ
る
ε
き
は
、
酒

は
小
変

に
比

し
て
高

き
償
格
を
有

つ
ε
謂
は

れ
、
小

婆

は
安

き
贋
格

を
有

つ
ご
開
は

る

る
な
b
。

反
射

の
場

合

に

於

て
は
、
小
変

の
債
格
は

高
く
、
酒

の
便
格
は

低
し

ε
謂
は

る
る
な
り
。

,

論

叢

ス
ミ

ス
氏

ξ

コ

ン
ヂ
ャ
ツ
ク
氏

の
償

値
段

第
十
八
巻

〔第

一
號

=
一一三
)

一
三
三



論

難
肪

ス
ミ

ス
氏
qぐ㌧
コ
ン
ヂ
ヤ
ツ
グ
兵

の
摺
出値
.説

第
四
章

結

論

第
+
八
巻

(第

一
號

=
二
四
)

一
三
四

.

余

は
第

二
章

に
於

て

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ヌ
氏

の
償
値

及
び
償
格

に
關

す

る
説

の
概
要

を
述

べ
、
第

三
章

に
於

て

コ

ン
デ
ャ
ヅ
ク
氏

の
著

書
の
中

、
償
値
及

び
儂
格

を
論
ず

る
部
分
を
繹
出

し
た
り
。
既

に
述

べ
た

る
如

く

ス

ミ
ス
氏

の

「
国
民

の
冨
」
は
諸
外

國
語
及

び
邦
語

に
課

さ
れ
た

る
者
多

く
、
且
氏

の
説

は
百
敷
十
年
来
學

者
並

に
其
他

の
人

々

の
耳
目

に
熟

せ
る
所

な
b

ご
難

も
、
庇

番

ε
恰

も
年
を

同

ふ
し

て

刊
行

せ
ら
れ

だ
る

コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

の

「
商
業

及

び
政
府

の
關
係
」
は

、
少
く

ご
も
僧
位

償
格

の
原
理

に
關
し

て
は
、

ス
ミ

ス
氏

の
読
よ
り
は
遙

か
に
優

秀

の
も

の
な

る
に
も
拘

は
ら
す

、
英
書

は
版
を

重

漁
る
を
見
ず

、
叉
佛

國
以

外

の
国
語

に
麟

鐸

せ
ら
れ

覚
る
を

耳
に

せ
す
。

是

れ
余

が

ス
ミ

ス
氏

に
簡
約

に
し

て

コ
ン
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

に
詳
密

に
、

而

か
も
共
藪
章

の
全

衣
を
課
出

し
た
る
所

以

な
り
。

若

し

コ
ソ
プ
+
ッ
ク
氏

の
説
を

取
り

て
、
ス
ミ
ス
氏

の
説

ε
対
照

比
較

せ
ば
、
両

者

の
差
異
及

び
長
短
は

明

々
白

々
π

る
も

の
あ
b
。

ス
ミ

ス
か
勢
働
又

は
生
産
費
を

以
て

償
値

の
根

本

ε

駕
す

に
黝

し
、

コ
ン
ヂ
ャ
ッ
ク
は
蚊
用

を

以
て
儂
櫨

の
根
本

ざ
爲
す

。

ス
ミ
ス
氏
が
勢
働

ご
生
産
費

ご
の
二
岐

路

に
彷
徨

し

て
、
頗

る
陵
昧

矛
盾

の
態
度

む

　

ほ

　

む

む

を
持
す

る
に

謝

し
て
、

コ
ソ
ヂ
ャ
ソ
ク
氏
は

敷
用

の
見
積

ヶ
ε

い
ふ
鮮

明
な

る
旗
幟
を
樹

て

、
、
正

々
堂

々
ε
進

軍
す

る
の
状

は
㍉

讀

み
去

り
讀

み
来

り
て
特

に
痛

快

を
畳

ゆ
る
も

の
あ
り
。



,

こ

も

コ
ソ
ヂ

ヤ
ソ
ク
氏
は
決

し
て
軍

に
敏
用

の

み
を
見

て
、
儂
匝

の
大

小
を
決

定
す

べ
き
其

他

の
要
件
を

D

o

O

o

o

o

o

o

O

O

o

o

O

O

O

o

O

O

O

O

O
.

o

外

覗
す

る
も
の
に
非
す
。
氏
は
諸
物
の
横
値
は
欲
望

に
本

つ
く
こ
の
大
王
意
よ
b
論
歩
を
進

め
、
諸
物
の
傾
値

む

む

む

　

　

　

　

　

　

　

む

む

　

む

　

む

　

の

　

　

ほ

の

む

　

　

む

は
、
其
稀

少

の
塒

に
増

大
し
、
其
豊

扇

の
時

に
減

少
す

・こ
い
ひ

、
叉
更

に

】
歩

を
進

め
て
、
物

の
債
値

は
、
其
豊

　

つ

ロ

ロ

リ

む

コ

む

む

む

　

む

む

む

む

　

む

　

む

　

　

ひ

む

り

　

　

　

富

の

度

愈

大

な
れ
ば
愈
減

じ
て
、

遂

に
零

に
達

す

る
迄

低
下
し
得

べ
し
ε

い

へ
b
。
此
説
は
後

世
碩
儒

ジ

ェ
ヴ

ナ
ン
ス

(
多
、～

憐
・
す

.。
ま
)

等

の
最

終
殻
用

説

に
髣
髴

た

る
所

の
卓

見
な
b

冠
す
。
若

し
之
を
以

て

ス
ミ

ス
氏

の

水

は
便
用

れ
こ

も
交
易
僧
値

重

て
少

く
、
金

剛
石

は
位

田
…
慣
値

小
な
れ

こ
も
交
易
儂
値
大

な
り

ε
謂

へ

る
説

ざ
…対
照
…す

れ
ば
、
明
峰
…深
淺

、
閲

よ
り
同

一
の
談

に
非

ざ

る
な

り
。
宜

な

る
哉

ジ

ェ
ヴ
ナ

ソ
ス
氏

か

コ
ソ
ヂ

ヤ
ッ
ク
氏
を

以
て

・
・唖
邑

睾
餌
喉
。
♂
毎
α
ざ
賛
稠

せ

る
こ

ε
。

　

む

む

む

む

む

む

む

　

む

む

ひ

コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

が

現
在

の
欲
望

ご
隔

た
り

π
る
欲

望

こ
の
説

明
は
、
實

に
後
世

の
碩
學

特

に

国
警

日
』

睾

①
穿

　

む

む

　

む

む

む

む

む

む

　

む

　

む

　

む

り

む

等

の
現
在
財
の
慣
憤
は
未
來
財
の
償
値
よ
り
大
な
b

ご
の
新
説
を
夙

に
胚
胎
す
る
も
の
ε
謂
ふ
可
し
。

む

む

む

さ

　

　

む

む

む

　

　

　

　

氏
は
敷
用
を
圭

ε
し
、
生
産
費
を
從
ご
す
。
比
熱
は
氏
が
水
、
空
気
、
日
光
の
語
例
を
塞
げ

た
る
所
説

に
徴
し

て
明
瞭
な
り
。
蓋
し
氏

の
考

に
從

へ
ば
.
乾
燥
せ
る
場
所
に
於
て
人
が

一
杯

の
水
に
謝
し
て
百
鏡
を
興
ふ
は
、
之

が
運
搬

の
費
用

に
百
銭
を
要
し
π
る
が
爲
に
由
ら
す
、
彼
の
水
に
饗
す
る
欲
望
、
換
言
す
れ
ば
水
の
敷
用

が
、
百

銭
の
運
搬
費
を
直
打
す
ε
見
積
り
た
れ
ば
な
b
。　

　

　

む

つ

ロ

之
を
要
す

る
に

ス
ミ
ス
氏

の
債
値

債
格

読
は
客
観
的

・ヒ
謂

ふ
.べ
く

し
て
、

コ
ソ
ヂ
ャ
ソ
ク
氏
の

説

は
主
観

的

-し

論

叢

ス
ミ
ス
比
重

ン
ヂ
夢

〃
氏
の
偵
値
説

第
+
入
巻

秀

一
號

一
…ご
五
)

}
三
五



O

㌧

論

叢

ス
ミ
ス
氏
ピ
コ
ン
ヂ
ャヅ
〃
氏
の
慣
他
説

第
十
入
谷

(第

一
號

ご
二
六
)

=
二
六

謂

ふ

べ
き
も

の
な
り
。
顧

ふ
に
右
來

の
學
着

の
償
値

説

は
此
主
観
ざ

客
観

-し
の
二
大
派

に
分
別

し
得

べ
ぐ
、
而
し

て
客

観
派

の
代
表
者

こ
し
て
は
夙

に
第
十

三
世
紀

に
於

て

》
♂
。
詳
暴

言
9
磐
屋

(〉
・
∪
・
同
6
咽
一

図ω
。。
Q
)
及

び
其

門
弟

の

虐
6
ヨ
器

L
、
〉
』
二
曲き

(
震
調
1

一嫡
と

あ
り
。

降
り

て
第
十
七
世

紀

に
至
り
て

ノ孟
P翻.
口
一
℃
。
3
.
(
ふ
畠

一

一〇
。。
ω
)
あ
り
。

ア
ダ

ム
。
ス
ミ
ス
氏
亦
此
派

に
騙

し
、
而

し
て
氏

の
後

に
於
て
は

O
pく
冠

園
圃。9
三
〇

は
實

に
此
派

の
曉

將

ε
謂

ふ
可
一
、
著

し
夫

れ
肚
會

主
義
君

塘

に

[
鈴器
p
[互

廷
母
X

の
輩

に
至

b
て

は
、
此
誤

れ

る
輕

潰
學
説

を
根
擦

こ
し
て
太

た
し
き
偏
辟
過
激

の
言
論
を

弄
し
た

る
者
な

り
。
肚

會
主
義
者

の
木

振
が
往

々

ス
、-、
ス
や

り

カ

ー
ド

ー
の
説
を
金

科

五
條

ε
爲

し
、
之
を
眞
向

に
掲
げ

来
り

て
自
家

の
随

を
飾

ら

ん
ε
す

る
は
、
寧

ろ
噴
飯

に
値

録

す

、
且

ス
ミ

ス
氏
寺

に
鋤

し

て
氣
の
轟

の
情

に
堪

え
ざ

る
も

の
あ
り
。

ス
ミ
ス
氏

の
横
値

説
は
不
完

全
な
り

ε
錐

も
、
幾
多

の
眞
ハ埋
を
包
含
す

、
而
し

て
そ
れ
等

は
後

世

學
者

に
依

り
て
修

正
展

開

せ
ら
れ
た

る
所
な

り
。

ス

ー、、
ス

氏

の
読

が
肚

曾
主
義

者

に
採
用

せ
ら

れ
、
同
時

に
叉
資

本
主
義

者

に
援
用

せ
ら

る

る
こ
ε
あ

る
は

、

【
に
は

、
氏

の
頭
脳

が
貿

に
善
く
圓
浦
牛

均

に
獲
達

せ
る
を
讒
す

る

も

の
ご
謂

ふ

べ
く
、
之

に
反

し
て
彼
の

マ
ル
ク

ス
氏

の
如

き
は
至
て
偏

倚
不
.牛
均

な

る
頭
鵬

の
持
.ま

・し
謂

ふ

べ
き

歎
。

次

に
主
親

臨
償
値
論

の
代
表

者

ε
し

て
は
、
第

十
四

世
紀

に

宕
蟇
目
①
。・
国
民

α
p星
・。
(
千
三
百
五
十

爪
年
残

)
あ

h
て

、
.マ
グ

ヌ
ス
及

び
ト

ー

マ
ス
に
反
諭

し
託

り
。

マ
グ

ヌ
ス
及

び
ト
ー

マ
ス
の
意
見
は
頗

る
感
激

的
色
彩

を
帯

び
、

僧
値
及

び
償
絡
は

、
費
用

帥
ち
財
貨

に
向

て
加

へ
ら
れ
た

る
労

働
辛

苦

の
大

さ
に
由

り
て
定

め
ら

れ
ざ

る

バ、



'

●

か
ら
す

ε
思
考

し
覚
り
o

然

る

に
プ
ジ
グ

ス
ス
は
-

費
用

な

る
客
観
的
要
素
を
探

ら
す

、
只
主
観

的
な

る
欲

望
を

以

て
償
値

の
根
本

ξ
寫
し
、
、物

の
正
當

な
る
償
格
は

、
個
人
が
勝
手

に
定

む

る
も

の
に
非
す

し

て
、
耐

會
的
卒

均

的
欲

望

に
從

ふ
も

の
な

り

ε
思
考

し
た
b
。

コ
ソ
ヂ
ャヅ
ク
氏

に
至
り

て
は
更

に

↓
雇
明
快
詳
密

な
る
主

観

的
償
直

及
び
償
格
説
を
公

に
し

だ

b
o
其

詳

細

ば
余

が
前

章

に
掲

げ

た
る
鐸
女

に
依
り

て
之
を
知

る

べ
し
。
氏

は
曰
く

「
た

ε
ひ
諸
物
は

吾
人

の
用
途

に
適

す

る

性
質
を
有

つ
に
由
り

て
の
み
始

め
て
領
置
を
有
づ

べ
し

ε
難
も

、
若

し
吾
人

が
諸
物

の
此
性
質

を
有

つ
.こ
ご
を
判

断

せ
ざ

る
に
於

て
は
、
諸
物

は
吾
人

に
向

て
何
等

の

贋
値

を
有

せ
ざ
る

べ
き
な
り

。
故

に
諸
物

の
贋
値

は
生

ξ
し

て
吾

人

が
敷
用

に
就

て

の
利
断

の
上

に
在

る
な
b
。

而

し
て
只
吾
人
が
諸
物

の
歎
用

の
大

か
小
か
を
判
断
す

る
韮

由

り
て

の
み
、
諸
物

の
傾
値

が
大

か
叉

は
小

ε
な

る
も

の
な
り
』

ε
。

氏
は
又
曰
く

「
償

格

ε
は

、

一
物

に
就

て

見
積

れ

る
償
値
を
他

の
物

に
就

て
見
積

れ
る
儂
値

に
比

し
た
る
も

の
に
外

な
ら
す

。
帥

ち

↓
般

に
そ
れ
導

の
物

に

就

て
、
交
易
を

寫
す

人

々
の
総

て
に
依

b

て

一
般

に
見
積

ら
れ

だ
る
も

の
な
り
。
交
易

の
下

に
於

て
、
諸
物

は
決

し
て
絶
対
的

傾
柊

を
有

せ
す
、

只
吾
人

が
取
引

を
結

ぶ
瞬
間

に
於

て
、
吾
人

が
爲
す

所

の
見
積

り

に
封
ず

る
關
係

的

債
幣
を
有
す

る
の
み
な
り
。

而
し
て
そ

れ
等

の
物

品

は
相
互

に
他

の
物

品

の
償
格

ε
な

る
」
ε
。

以

上

扱

葦

再
暑

し
π

る
所

に
依

る

に
、
コ
ソ
ヂ
ャ
ッ
ク
氏

の
僧
値

償
啓

設
が
主

観
舶

の
も
の
な

る
は

明
か
な
b

、

後

世
英

の
ジ

〒
…ヴ
ナ
ソ
ス
氏

、
瑞

西

の

乏
p
一麺
・・
氏

、懊

の

冒
ω
口
σq
興

氏

の
如

き
共

に
第
十

八
世
紀

の
第

七
十

年
頃

に

論

叢

.ス
ミ
ス
民
ピ
コ
ン
男

・
〃
民
の
偵
値
段

第
+
八
巻

(第
一
號

一
三
古

=
二
竜



論

叢

r

ス
ミ

ス
氏

こ

引

ン
ヂ
"
ッ
グ
氏

の

蟹
値

説

第

+
八
巻

(第

一
號

一
三

八
)

「
三
入

於
て
、
謂
ゆ
る
最
終
敷
用
若
く
ば
限
界
敷
用

の
原
理
を
闡
明
し
、
更
に
輓
近
に
至
り
て
は

ノ孟
。
器
「・
鴨
寧
日
山
国
≦
①
「ぎ

型
o
屋
0
9

Ω
β「ド

9
牙

等

の
諸
氏
あ
り
、
益

々
主
観
的
償
値
説
を
展
開
し
だ
り
。
撚
り
則
ち
吾
人
脛
濟
學
徒

が
、

今
日
に
於
て
,
斯
學
の
父
ε
爾
せ
ら
る
る

ア
ダ

亡

ス
ミ
ス
を
親
祭
し
て
、
其
學
徳
を
頌
す
る
の
秋
に
方
り
、
氏

の
説
を
修
正
せ
る
諸
新
大
家
の
説
の
先
駆
ε
も
謂
ふ
可
く
、
且

ス
ミ
ス
ご
同
時
代
の
學
看
た
る

コ
ソ
ヂ
ャ
ヅ
ク
氏
の

説
を
紹
介
す
る
は
、
蓋
し
亦
無
用
叉
は
不
當

の
業
に
非
ざ

る
べ
し
ご
余
は
信
中

る
な
b
。

黙
れ
ざ
も
、
比
論
交
の
大
要
は
余
が
去

る
六
月
五
日
我
夫
學
経
済
學
部
に
腸
す

る
學
會

(即
ち
京
都
市
國
大
學

脛
濟
學
會
)
が
主
催
せ
る

ス
ミ
ス
氏
生
誕
二
百
年
帆
祭
日
の
午
後

の
講
演

に
於
て
、
其
時
與

へ
ら
れ
だ
る
僅

々
四

十
五
分
の
少
時
間

に
於
て
述

べ
た
る
所

に
係

り
。
而
し
て
余
は
其
後
旬
日
を
出
で
す
し
て
欧
米
各
國
巡
遊
の
途
に
.

上
り
た
る
を
以
て
、
横
濱
よ
b
北
米

弔
至
る
航
海
中
に
於
て
、
更

に
起
稿
し
、
緩
に
之
を
綴
り
.畢
る
を
得
た
る
所

の
も
の
な
り
。
行
交
意
の
如
く
な
ら
す
、
考
讃
思
索
遂
に
豫
期

の
十

一
を
達
す

る
能
は
ざ
る
は
、
余
の
大
に
遺
憾

ε
す
る
所
な
b
。
黙
れ
こ
も
上
陸
旅
行
の
後
は
、
到
底
執
筆
の
暇
を
得

べ
か
ら
す
、
且
又
投
稿
の
期
日
に
後
る
る

の
虞
も
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
藪

に
匆
々
ε
し
て
筆
を
細
く
こ
ε
ピ
な
せ
り
。
時
に
大
正
十
二
年
六
月
廿
五
日

太
李
洋
上
、
ヴ
ィ

ク
ト
.リ

や
港
を
距
る
四
日
程
の
所
、
日
本
郵
船
株
式
會
祉
汽
船
静
岡
丸
の
船
内

に
於
て
識
す
。

.


